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《
論　

文
》

桂
川
甫
賢
筆
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像
の
賛
、
新
出
二
種
の
典
拠
に
つ
い
て

松
田
　
　
清

は
じ
め
に

日
本
で
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
（
前
四
六
〇
頃
～
前
三
七
五
頃
）
が
医
聖
と

し
て
初
め
て
認
識
さ
れ
、
尊
崇
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
大
槻
玄
沢
が

『
重
訂
解
体
新
書
』（
寛
政
十
年
・
一
七
九
八
成
）
に
お
い
て
、
原
典
の

ク
ル
ム
ス
『
解
剖
学
図
表
』
オ
ラ
ン
ダ
語
版
（
一
七
三
四
）
の
脚
注
か

ら
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
略
伝
を
訳
出
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
以
来
、
明
治
初

年
ま
で
、
蘭
方
医
、
蘭
学
者
の
社
会
で
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像
が
流
行
し
、

漢
方
医
が
医
薬
の
祖
と
し
て
神
農
像
を
祭
る
よ
う
に
、
西
洋
医
学
の
祖

と
し
て
崇
め
ら
れ
て
き
た
。

江
戸
時
代
に
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像
を
も
っ
と
も
多
く
描
い
た
の
は
将
軍

家
侍
医
桂
川
甫
賢
（
国
寧
、
寛
政
九
年
～
弘
化
元
年
、
一
七
九
七
～
一

八
四
五
）
で
あ
っ
た
。
本
草
学
に
造
詣
が
深
く
、
商
館
長
ド
ゥ
ー
フ
か

ら
ボ
タ
ニ
ク
ス
（Botanicus, 

植
物
学
者
の
意
）
の
名
を
与
え
ら
れ
た

甫
賢
は
、
ま
た
画
才
に
も
恵
ま
れ
、
博
物
画
、
人
物
画
に
優
れ
て
い

た
。
西
洋
人
で
は
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
を
特
に
好
ん
で
描
い
た（

（
（

。

江
戸
時
代
か
ら
明
治
初
期
ま
で
に
描
か
れ
た
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
肖
像
画

の
集
大
成
で
あ
る
緒
方
富
雄
（
一
九
七
一
）
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
知

ら
れ
て
い
る
桂
川
甫
賢
自
画
自
賛
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
肖
像
を
挙
げ
れ

ば
、
次
の
七
点
に
の
ぼ
る（

（
（

。
賛
の
種
類
と
緒
方
富
雄
が
明
ら
か
に
し
た

典
拠
、
お
よ
び
甫
賢
の
落
款
と
と
も
に
、
成
立
年
月
順
に
甫
賢
の
年
齢

を
添
え
て
、
以
下
に
示
す
。
太
字
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
同
書
の
写
真
図

版
番
号
で
あ
る
。

①
10
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
三
月　
　

二
十
歳

蘭
文
賛　

ク
ル
ム
ス
『
解
剖
学
図
表
』
オ
ラ
ン
ダ
語
版
脚
注
（
ヒ
ポ

ク
ラ
テ
ス
略
伝
）
の
引
用
。

漢
文
賛　

蘭
文
賛
の
甫
賢
訳
。「
古コ

ル

ム

ス

尓
摸
私
解
体
書
云
」「
文
化
丙
子

三
月
桂
国
寧
写
并
題
」



64

②
12
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
八
月　
　

二
十
歳

蘭
文
賛　

ク
ル
ム
ス
『
解
剖
学
図
表
』
オ
ラ
ン
ダ
語
版
脚
注
（
ヒ
ポ

ク
ラ
テ
ス
略
伝
）
の
引
用
。

漢
文
賛　

蘭
文
賛
の
甫
賢
訳
。「
鳩キ

ュ
ル
ム
ス

児
謨
私
曰
」「
文
化
十
三
丙
子
仲

秋　

奉
朝
請
医
官
桂
川
甫
賢
国
寧
写
并
題
」

③
16
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
八
月　
　

二
十
歳

蘭
文
賛　

ク
ル
ム
ス
『
解
剖
学
図
表
』
オ
ラ
ン
ダ
語
版
脚
注
（
ヒ
ポ

ク
ラ
テ
ス
略
伝
）
の
引
用
。

漢
文
賛　

蘭
文
賛
の
甫
賢
訳
。「
鳩
児
謨
私
曰
」「
文
化
十
三
丙
子
仲

秋　

奉
朝
請
医
官
桂
川
甫
賢
国
寧
写
并
題
」

④
20
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
九
月　
　

二
十
三
歳

蘭
文
賛　

ク
ル
ム
ス
『
解
剖
学
図
表
』
オ
ラ
ン
ダ
語
版
脚
注
（
ヒ
ポ

ク
ラ
テ
ス
略
伝
）
の
引
用
。

漢
文
賛　

大
槻
玄
沢
訳
「
兮エ

ポ

カ

ラ

テ

ス

撥
哈
拉
跕
斯
伝
」（
寛
政
十
一
年
八
月
）

冒
頭
か
ら
の
引
用
。「
文
政
己
卯
季
秋　

梅
街
桂
国
寧
写

并
題
」

⑤
23
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
一
月　
　

三
十
歳

蘭
文
賛　

Josiw
o T

iuziro

（
吉
雄
忠
次
郎
）
署
名
蘭
文
（
吉
雄
忠

次
郎
は
天
文
台
詰
通
詞
）

漢
文
賛　

な
し
。「
丙
戌
孟
春　

桂
桂
嶼
拝
写
」

⑥
27
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
五
月　
　

四
十
二
歳

蘭
文
賛　

な
し
。

漢
文
賛　

大
槻
玄
沢
訳
「
兮
撥
哈
拉
跕
斯
伝
」
お
よ
び
山
村
才
助

訳
・
大
槻
玄
沢
訂
「
依ヒ

ポ

カ

ラ

テ

ス

卜
加
拉
得
斯
略
伝
」（
文
化
四
年

春
）
を
も
と
に
甫
賢
編
集
。「
天
保
戊
戌
夏
五　

翠
藍
桂

国
寧
敬
写
并
書
」

⑦
28
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
十
月　
　

四
十
五
歳

蘭
文
賛　

な
し
。

漢
文
賛　

大
槻
玄
沢
訳
「
兮
撥
哈
拉
跕
斯
伝
」
お
よ
び
山
村
才
助

訳
・
大
槻
玄
沢
訂
「
依
卜
加
拉
得
斯
略
伝
」（
文
化
四
年

春
）
を
も
と
に
甫
賢
編
集
。「
天
保
十
二
年
龍
集
辛
丑
子

春
念
五
為
嵐
山
詞
兄
之
嘱　

翠
藍
山
樵
桂
国
寧
真
桂
」

（
嵐
山
詞
兄
は
平
戸
藩
医
六
代
嵐
山
甫
庵
）

二
〇
二
〇
年
三
月
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
桂
川
甫
賢
筆

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
肖
像
画
（
図
1
）
が
出
現
し
た
。
京
都
の
衆
星
堂
発
行

『
衆
星
堂
古
書
目
録　

庚
子
㚲
洗
』（
二
〇
二
〇
年
三
月
一
日
発
行
）
掲

載
の
「
医
聖
依イ

ポ

カ

テ

卜
加
得
像
」
一
幅
で
あ
る
。
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）

に
甫
賢
が
自
画
自
賛
し
た
も
の
で
、
紙
本
着
色
、
本
紙
一
三
四
㎝
×
五

七
・
一
㎝
、
総
丈
一
九
三
㎝
×
六
一
・
九
㎝
の
軸
装
。
成
立
時
期
は
既

知
の
右
記
④
と
⑤
の
間
に
位
置
す
る
。

肖
像
の
下
部
に
蘭
文
賛
、
上
部
に
漢
文
賛
を
配
し
、
蘭
文
賛
に
は
甫

賢
自
筆
の
蘭
文
署
名
、
漢
文
賛
に
は
甫
賢
の
落
款
が
あ
る
。
蘭
文
賛
は

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
箴
言
「
医
術
ハ
長
ク
、
命
ハ
短
イ
」
の
引
用
に
始
ま
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桂川甫賢筆ヒポクラテス像の賛、新出二種の典拠について

り
、
漢
文
賛
は
そ
の
漢
訳
の
よ
う
に
み
え
る
。
こ
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
箴

言
は
⑤
23
文
政
九
年
の
吉
雄
忠
次
郎
の
蘭
文
賛
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る

が
、
今
回
の
蘭
文
賛
は
そ
れ
に
先
立
ち
、
内
容
的
に
も
異
な
る
。

同
じ
二
〇
二
〇
年
三
月
、
こ
の
「
医
聖
依
卜
加
得
像
」
画
幅
と
別

に
、
桂
川
甫
賢
著
「
依イ

ポ

カ

テ

卜
加
得
文
章
一
」
と
題
す
る
転
写
本
一
冊
が
、

う
ぶ
の
状
態
で
古
書
市
場
に
出
現
し
た
。
虫
損
が
ひ
ど
く
、
四
周
に
焼

け
焦
げ
た
跡
が
残
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
。
寸
法

は
縦
二
四
・
八
㎝
、
横
一
七
㎝
。
右
結
び
綴
じ
。
表
紙
共
全
六
丁
。
表

紙
の
小
口
寄
り
中
央
に
「
依
卜
加
得
文
章
一
」
と
墨
書
し
、
表
紙
見
返

し
に
水
彩
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
肖
像
画
が
楕
円
形
（
縦
一
六
・
三
㎝
、
横

一
一
・
二
㎝
）
の
額
内
に
摸
写
さ
れ
て
い
る
（
図
2
）。

本
文
の
漢
文
（
白
文
）
は
前
半
と
後
半
に
別
れ
、
前
半
は
、
上
掲
⑥

27
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
五
月
成
立
の
漢
文
賛
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ

る
。
後
半
は
肖
像
画
の
由
来
書
で
、
末
尾
に
「
時
惟
天
保
戊
戌
端
午
之

日
也　

江
都
法
眼
侍
医　

翠
藍
桂
国
寧
」
と
同
じ
天
保
九
年
、
し
か
も

よ
り
詳
し
く
「
端
午
之
日
」（
五
月
五
日
）
の
落
款
が
写
さ
れ
て
い
る

（
図
3
）。
表
紙
見
返
し
の
肖
像
模
写
図
も
⑥
27
の
肖
像
と
酷
似
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
小
冊
子
は
甫
賢
自
筆
本
で
は
な
い
が
、
⑥
27

の
成
立
事
情
を
解
明
す
る
う
え
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

本
稿
は
、
以
上
の
新
出
資
料
二
種
、「
医
聖
依
卜
加
得
像
」
お
よ
び

「
依
卜
加
得
文
章
一
」
の
賛
の
成
立
過
程
を
、
当
時
の
各
種
ヒ
ポ
ク
ラ

図 1　医聖依卜加得像　衆星堂蔵

図 2　‌�依卜加得文章一　口絵と本文冒頭
神田外語大学日本研究所蔵
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テ
ス
伝
と
の
関
連
、
典
拠
と
な
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
と
の
照
合
を
通

し
て
分
析
し
、
甫
賢
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
観
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。1　

「
医
聖
依
卜
加
得
像
」
の
蘭
文
賛

本
図
は
甫
賢
が
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）、
二
十
八
歳
の
作
。
肖
像

画
の
典
拠
は
不
明
で
あ
る
が
、
実
際
に
西
洋
人
を
写
生
し
た
印
象
を
与

え
る
。
賛
は
蘭
文
と
漢
文
の
二
つ
あ
り
、
い
ず
れ
も
自
賛
で
あ
る
。

蘭
文
賛
（
図
4
）
は
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
有
名
な
箴
言
「
医
術
ハ
長

ク
、
命
ハ
短
イ（

（
（

」
と
と
も
に
、
日
本
で
初
め
て
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
臨
床

医
学
思
想
を
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
、
貴
重
で
あ
る
。
翻
刻
と
和
訳
は

左
記
の
通
り
。
年
号
の
左
下
の
書
き
入
れ
「A

ojeno

」
は
未
詳
の
た

め
、
和
訳
で
は
省
略
し
た
。

D
e H

eer H
ippocrates zegt

in Zijne Eerst K
ortste bondige Spreuk, D

at,
D

e konst Lang, en ’t Leven kort is: D
e

Gelegentheid snel voorbijgegaande, D
e

O
ndervinding bedriglijk[sic], en ’t oordeel m

oeijlijk:
H

et is niet Genoeg dat de Genees H
eer Zijn

Pligt W
aarneem

t.
    A

fgetekend door
     W

: Botanicus
              of
     Caneelrivier junior.
  A

o1824     M
:D

: in 
                Jedo.
A

ojeno

図 3　‌�依卜加得文章一　末尾（依卜加得肖像由来書）
神田外語大学日本研究所蔵
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桂川甫賢筆ヒポクラテス像の賛、新出二種の典拠について

（
和
訳
）

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
氏
、
そ
の
箴
言
の
第
一
に
曰
く
、

医
術
は
長
く
、
生
命
は
短
か
い
。

好
機
は
早
く
過
ぎ
去
り
、

経
験
は
欺
き
や
す
く
、
診
断
は
難
し
い
。

医
師
が
そ
の
義
務
に
従
う
だ
け
で
は

不
十
分
で
あ
る
、
と
。

Ｗ
・
ボ
タ
ニ
ク
ス
ま
た
は
江
戸
の
医
師
桂
川
二
世
画

一
八
二
四
年

オ
ラ
ン
ダ
語
版
『
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
箴
言
集
』

典
拠
を
示
す
第
一
行
の
「in Zijne Eerst K

ortste bondige 
Spreuk

」
はin Zijne Eerste K

ortbondige Spreuk

と
綴
る
べ
き

と
こ
ろ
を
誤
っ
て
い
る
が
、「
そ
の
第
一
箴
言
に
」
の
意
味
で
あ
る
。

原
典
の
オ
ラ
ン
ダ
語
版
『
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
箴
言
集
』
の
原
タ
イ
ト
ル

A
phorism

en, of kortbondige spreuken van H
ippocrates

は
ギ

リ
シ
ア
語
・
ラ
テ
ン
語
起
源
のA

phorism
en

（
箴
言
）
を
冠
し
、of

（
す
な
わ
ち
）kortbondige spreuken

（
簡
明
な
る
名
言
）
と
双
解

し
て
い
る
。A

phorism
en

は
ハ
ル
マ
や
マ
ー
リ
ン
の
蘭
仏
辞
典
、
大

江
春
塘
編
『
バ
ス
タ
ー
ル
ド
辞
書
』（
一
八
二
二
）
の
見
出
し
語
に
な

い
た
め
、
甫
賢
は
そ
の
意
味
が
分
か
ら
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い（

（
（

。

オ
ラ
ン
ダ
語
版
『
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
箴
言
集
』
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の

医
師
ス
テ
フ
ァ
ヌ
ス
・
ブ
ラ
ン
カ
ー
ル
ト
（Stephanus Blankaart

、

一
六
五
〇
～
一
七
〇
四
）
の
翻
訳
に
な
り
、
初
版
（A

m
sterdam

, 
Jacob van Royen, ca. 1680

）、
第
二
版
（A

m
sterdam

, N
icolaas 

ten H
oorn, 1714; Rotterdam

, H
erm

anus K
entlink, 1737

）
の

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
版（

（
（

、
一
七
九
二
年
の
ゲ
ン
ト
版
（Gent, A

drianus 
Colier, 1792

（
（
（

）
の
三
種
が
あ
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
版
の
銅
版
口
絵
は
初
版
、
第
二
版
と
も
同
工
の
ヒ

図 4　医聖依卜加得蔵　蘭文賛　衆星堂蔵
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ポ
ク
ラ
テ
ス
立
像
で
あ
が
、
ゲ
ン
ト
版
の
口
絵
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像
は

円
形
メ
ダ
ル
内
に
右
横
顔
（
画
面
右
向
き
）
を
描
き
、
頭
上
に

「H
IPPO

CRA
T

ES

」
の
文
字
を
配
し
て
い
る
。
台
座
に
は
「D

us 
heeft onz Griekenland / H

IPPO
CRA

T
ES gegven, / w

ier 
Geest eeuw

 uit eeuw
 in, zal in zïn schriften leven.

」（
こ
の
よ

う
に
し
て
我
等
が
ギ
リ
シ
ア
は
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
を
生
ん
だ
。
そ
の
霊
魂

は
世
紀
か
ら
世
紀
へ
そ
の
著
作
の
な
か
に
生
き
続
け
る
だ
ろ
う
）
と
の

碑
文
を
刻
し
、
図
版
右
下
に
彫
刻
師
の
銘
「P:T

iberghien Sculp.

」

が
見
え
る
。

各
版
の
本
文
に
構
成
上
の
大
き
な
差
異
は
な
い
。
手
元
の
第
二
版

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
版
（
個
人
蔵
、
図
5
、
図
6
）
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
版

の
標
題
紙
に
新
し
い
刊
記
ラ
ベ
ル
を
貼
り
付
け
て
出
版
さ
れ
て
い
る

が
、
口
絵
、
本
文
と
も
同
一
版
で
あ
る
。
そ
の
書
誌
は
以
下
の
通
り
。

A
phorism

en, O
f K

ortbondige Spreuken V
an H

ippocrates, 
B

eneffens desselfs W
et E

n O
nderrigtingen. M

et een 
bequaam

 R
egister, en W

oordboekje voorzien. N
evens 

dʼA
anm

aningen van den H
eer N

. T
ulp. V

ertaalt door S. 
B

lankaart. M
.D

. tot A
m

sterdam
. T

w
ede D

ruk. T
e 

Rotterdam
. By H

erm
anus K

entlink. Boekverkooper. 1737.[T
e 

A
m

sterdam
. By N

icolaas ten H
oorn. Boekverkoper. 1714.]

E
ngraved frontispiece (statue of H

ippocrates w
ith 

図 6　‌�ヒポクラテス箴言集　第二版
標題紙　個人蔵

図 5　‌�ヒポクラテス箴言集　第二版
口絵　個人蔵
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im
print: ‘T

e A
m

sterdam
. B

y N
icolaas ten H

oorn. 
Boekverkoper. 1714.’), title page, (8), 201, (3) pp. 15.5 x 9 cm

. 
口
絵
と
標
題
紙
の
あ
と
に
続
く
内
容
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

序
文
類
は
な
い
。

「
ソ
ラ
ヌ
ス
に
よ
る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
家
系
と
生
涯
」（H

et 
G

eslacht en Leven van H
ippocrates volgens Soranus. 

*3r-*6v.

）

「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
箴
言
」（K

ortbondige Spreuken van 
H

ippocrates. pp.1-92.

）
全
八
章

「
箴
言
索
引
」（A

anw
yser over de A

phorism
en. pp. 93-141

）

「
ガ
レ
ヌ
ス
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
評
」（Galenus in het boek der 

O
ordeeldagen. p. 142.

）

「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
法
則
」（D

e W
et van H

ippocrates. pp. 143-
146.

）
「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
教
説
」（O

nderrigtingen van H
ippocrates. 

pp. 147-159. 

）

「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
解
毒
剤
」（H

ippocrates. T
egengift. pp. 

160-162.

）

「
箴
言
中
の
術
語
解
説
」（K

unstw
oorden in de A

phorism
en. 

pp. 163-189.

）

「
Ｎ
．テ
ュ
ル
プ
氏
の
医
戒
」（Geneeskundige V

erm
aningen 

van den H
eere N

. T
ulp. pp. 190-200.

）

「
パ
レ
ウ
ス
の
外
科
則
」（H

eelkunstige Regels van Pareus. 
pp. 201-[204]. 

）

ソ
ラ
ヌ
ス
（
後
一
世
紀
末
～
後
二
世
紀
前
半
）
は
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
伝

を
著
し
た
ロ
ー
マ
帝
政
期
の
ギ
リ
シ
ア
人
医
学
者
で
あ
る
。
Ｎ
．テ
ュ

ル
プ
（N

icolaas T
ulp, 

一
五
九
三
～
一
六
七
四
）
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
の
外
科
医
で
解
剖
学
を
講
義
。
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
熱
烈
な
信
奉
者

だ
っ
た
。
パ
レ
ウ
ス
は
近
代
外
科
学
の
創
始
者
と
し
て
知
ら
れ
る
フ
ラ

ン
ス
の
宮
廷
外
科
医
ア
ン
ブ
ロ
ワ
ー
ズ
・
パ
レ
（A

m
broise Paré, 

一
五
一
〇
～
一
五
九
〇
）の
ラ
テ
ン
名A

m
brosius Pareus

に
よ
る
。

書
中
「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
箴
言
」
は
全
八
章
か
ら
な
り
、
各
章
二
十

乃
至
八
十
三
の
箴
言
に
は
独
立
し
た
一
連
番
号
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

桂
川
甫
賢
筆
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
肖
像
画
の
蘭
文
賛
は
二
十
五
の
箴
言
か
ら

な
る
第
一
章
（Eerste afdeeling

）
の
第
一
箴
言
を
典
拠
と
し
て
い

る
。

典
拠
の
版
種

第
一
箴
言
の
テ
キ
ス
ト
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
版
・
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
版

と
ゲ
ン
ト
版
の
間
で
一
部
異
同
が
あ
る
。
第
二
版
の
第
一
箴
言
（
本
文

冒
頭
）
は
図
7
の
通
り
で
あ
る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
版
第
二
版
（1714

）
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と
ゲ
ン
ト
版
（1792

）
の
両
テ
キ
ス
ト
と
甫
賢
の
蘭
文
賛
を
比
較
す
る

と
、
ゲ
ン
ト
版
の
第
一
箴
言
に
は
新
た
に
「de ondervindinge 

bedriegelyk, en de uytkom
st onzeker.

」（
経
験
は
欺
き
や
す
く
、

結
果
は
不
確
実
で
あ
る
）
の
語
句
が
加
わ
っ
て
お
り
、
し
か
も
、
蘭
文

賛
は
こ
の
語
句
の
前
半
「de ondervindinge bedriegelyk

」
を
採

用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
蘭
文
賛
の
後
半
「H

et is niet Genoeg dat de Genees 
H

eer Zijn/Pligt W
aarneem

t.
」（
医
師
が
そ
の
義
務
に
従
う
だ
け

で
は
不
十
分
で
あ
る
）
は
、
箴
言
の
対
応
す
る
原
文
「Een M

edicyn 
nu m

oet niet alleen syn best doen om
 te betrachten, het 

gene ontrent den zieken gedaen m
oet w

orden

」（
医
師
が
患

者
に
つ
い
て
為
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
最
善
を
尽
く
し
て
実
践
す
る
だ
け

で
な
く
）
を
要
約
し
た
た
め
、
そ
の
原
意
を
損
ね
て
い
る
。

以
下
、
甫
賢
が
明
ら
か
に
ゲ
ン
ト
版
に
よ
っ
て
蘭
文
賛
を
作
成
し
た

こ
と
を
示
す
た
め
、
ゲ
ン
ト
版
の
テ
キ
ス
ト
中
、
採
用
さ
れ
た
語
句
全

体
を
太
字
に
し
、
要
約
さ
れ
意
味
を
弱
め
ら
れ
た
箇
所
を
イ
タ
リ
ッ
ク

で
示
し
、
両
テ
キ
ス
ト
を
対
比
さ
せ
よ
う
。
下
線
部
は
ゲ
ン
ト
版
に
追

加
さ
れ
た
語
句
で
あ
る
。
和
訳
は
重
複
を
恐
れ
ず
、
両
テ
キ
ス
ト
に
付

け
た
。

（A
m

sterdam
, 1714 : 

）

1. H
et leven is kort, de konst lang, de gelegentheit snel, de 

ondernem
ing gevaarlyk; en het oordeel m

oeilyk. E
en 

M
edicyn nu m

oet niet alleen syn best doen om
 te betragten, 

het geen ontrent den zieken gedaan m
oet w

orden, m
aar 

ook de zieke zelf: de om
standers m

oeten dat betrachten, en 
alle uiterlyke dingen daer naer geschikt w

orden.

（
和
訳
）

命
は
短
く
、
医
術
は
長
く
、
好
機
は
早
く
去
り
、
実
験
は
危
う
く
、

診
断
は
難
し
い
。
医
師
が
患
者
に
つ
い
て
為
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
最
善

を
尽
く
し
て
実
践
す
る
だ
け
で
な
く
、
患
者
自
身
も
介
助
者
も
そ
れ
を

実
践
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
外
的
事
物
す
べ
て
が
そ
れ
に
向
け
て
整

え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。　

（Gent, 1792 : 

）
1. H

et leven is kort, de konst lang, de gelegentheyd snel, 

図 7　‌�ヒポクラテス箴言集
第一箴言　個人蔵
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de ondernem
ing gevaerlyk; en het oordeel m

oeylyk; de 
ondervindinge bedriegelyk, en de uytkom

st onzeker. E
en 

M
edicyn nu m

oet niet alleen syn best doen om
 te betrachten, 

het gene ontrent den zieken gedaen m
oet w

orden, m
aer ook 

de zieke zelf: de om
staenders m

oeten dat betrachten, en 
alle uyterlyke dingen daer naer geschikt w

orden.

（
和
訳
）

命
は
短
く
、
医
術
は
長
く
、
好
機
は
早
く
、
実
験
は
危
う
く
、
診
断

は
難
し
い
。
経
験
は
欺
き
や
す
く
、
結
果
は
不
確
実
で
あ
る
。
医
師
が

患
者
に
つ
い
て
為
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
最
善
を
尽
く
し
て
実
践
す
る
だ

け
で
な
く
、
患
者
自
身
も
介
助
者
も
そ
れ
を
実
践
す
べ
き
で
あ
る
。
そ

し
て
外
的
事
物
す
べ
て
が
そ
れ
に
向
け
て
整
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

原
文
冒
頭
の
「
命
は
短
く
、
医
術
は
長
く
」（H

et leven is kort, 
de konst lang

）
を
蘭
文
賛
で
は
、
接
続
詞dat

に
続
く
従
属
節
の
な

か
で
語
順
を
逆
転
さ
せ
、「
医
術
は
長
く
、
生
命
は
短
い
」（[D

at] D
e 

konst Lang, en ’t Leven kort is

）
と
し
て
い
る
。
甫
賢
がde 

konst

を
強
調
す
る
た
め
に
、
こ
れ
を
前
置
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
。
ま
た
、
原
文
の
末
尾
で
、
患
者
も
介
助
者
も
最
善
を
尽
く
し
、
周

囲
の
環
境
整
備
も
必
要
で
あ
る
、
と
説
く
部
分
は
、
蘭
文
賛
で
は
省
略

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
語
順
の
変
更
や
文
章
の
省
略
の
意
味
は
漢
文

賛
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

吉
雄
忠
次
郎
の
蘭
文
賛

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
箴
言
「
医
術
ハ
長
ク
、
命
ハ
短
イ
」
を
引
用
し
た

蘭
文
賛
の
あ
る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
肖
像
画
は
、
従
来
、
桂
川
甫
賢
が
文
政

九
年
（
一
八
二
六
）
年
一
月
に
描
い
た
肖
像
画
に
、
天
文
台
詰
吉
雄
忠

次
郎
が
蘭
文
賛
を
入
れ
た
、
上
掲
⑤
23
だ
け
が
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ

に
先
立
つ
甫
賢
筆
「
医
聖
依
卜
加
得
像
」
の
出
現
に
よ
っ
て
、
こ
の
吉

雄
忠
次
郎
の
蘭
文
賛
の
成
立
事
情
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
緒
方

富
雄
（
一
九
七
一
）
23
に
よ
る
蘭
文
賛
の
翻
刻
に
逐
語
訳
を
付
け
れ

ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

D
e geneeskunst is Zeer uitgestrekt. H

et groot Getal en 
de V

erscheideheid der deelen, die het m
enschelijk Lichaam

 
Zam

enstellen; D
e m

eenigte van Zaken, die het konnen 
beleedigen, En de onderscheidene m

iddelen die m
en m

oet 
Gebruijken, om

 alle de W
anorders te herstellen. D

ie deze 
O

orzaken K
onnen V

oortbrengen V
ereisschen Zo veele 

K
ennis tot de V

olm
aking van deze K

onst, dat de during van 
het m

enschelijk L
even voor den Sterksten en 

doordringendsten Geest nooit genoeg kan zijn, om
 zo alle te 

V
erzam

elen. D
it is het dat den Prins der Geneeskunde deed 

Zeggen, dat de konst Lang en het Leven kort is. 
Josiw

o T
iuziro
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（
逐
語
訳
）

医
学
は
き
わ
め
て
広
汎
で
あ
る
。
人
体
を
集
合
さ
せ
て
い
る
部
分
は
膨

大
な
数
に
の
ぼ
り
多
種
で
あ
る
。
人
体
に
危
害
を
加
え
か
ね
な
い
事
物

も
数
多
い
。
そ
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
不
正
常
を
立
て
直
す
た
め
に
用
い
る

べ
き
薬
剤
も
多
種
に
及
ぶ
。
こ
れ
ら
の
理
由
の
も
た
ら
す
所
が
こ
の
学

の
達
成
に
実
に
多
く
の
知
識
を
要
求
す
る
た
め
、
人
間
の
生
涯
は
、
い

か
に
強
靱
で
透
徹
し
た
精
神
に
し
て
も
、
そ
れ
ら
全
て
を
総
合
す
る
に

は
決
し
て
十
分
で
は
な
い
。
こ
れ
が
医
王
を
し
て
、
医
術
は
長
く
人
生

は
短
い
、
と
言
わ
し
め
た
所
以
で
あ
る
。

吉
雄
忠
次
郎

注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
こ
こ
に
引
用
さ
れ
た
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
箴
言

「[dat] de konst Lang en het Leven kort is
」
が
桂
川
甫
賢
の
引

用
し
た
箴
言
と
語
順
も
含
め
て
全
く
同
一
で
あ
る
。
こ
の
語
順
は
甫
賢

が
『
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
箴
言
集
』
オ
ラ
ン
ダ
語
版
の
語
順
を
変
え
た
も
の

で
あ
り
、
吉
雄
は
甫
賢
か
ら
こ
の
箴
言
を
教
え
ら
れ
た
可
能
性
が
極
め

て
高
い
。
そ
し
て
、
吉
雄
が
箴
言
中
のhet Leven

を
医
学
生
の
人
生

と
解
釈
し
、
箴
言
を
医
術
習
得
の
教
訓
、
一
種
の
勧
学
文
と
受
け
止
め

た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
上
記
の
逐
語
訳
で
は
「
医
術

は
長
く
人
生
は
短
い
」
と
訳
し
た
。

『
依
卜
加
得
外
科
則
』
中
の
第
一
箴
言

甫
賢
が
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
に
記
し
た
「
戊
戌
寓
目
録
」
の
第

四
六
枚
裏
に
「
○
ラ
プ
ラ
ン
ド
、
エ
ゾ
、
熊
膽
、
日
本
而
及
支
那
／
○

依
卜
加
行
伝
／
ホ
ル
ラ
ン
ト
ケ
レ
キ
ナ
デ
ニ
ス　

鷹
見
へ
」、
裏
表
紙

の
表
に
「
依
卜
加
行
外
科
則
」
の
覚
書
が
あ
る
と
い
う（

（
（

。「
依
卜
加
行
」

は
「
依
卜
加
得
」
の
読
み
誤
り
に
ち
が
い
な
い
。
こ
の
覚
書
は
甫
賢
が

寓
目
し
た
蘭
書
の
覚
書
と
推
定
さ
れ
る
。「
ホ
ル
ラ
ン
ト
ケ
レ
キ
ナ
デ

ニ
ス　

鷹
見
へ
」
は
「
ホ
ル
ラ
ン
ト
ケ
シ
キ
ー
デ
ニ
ス
」
す
な
わ
ち

H
olland[sche] geschiedenis

（
オ
ラ
ン
ダ
史
、著
者
版
種
と
も
未
詳
）

が
蘭
癖
の
古
河
藩
家
老
鷹
見
泉
石
の
所
有
と
な
っ
た
こ
と
を
記
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

問
題
の
「
○
依
卜
加
得
伝
」
は
、
当
初
、『
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
箴
言
集
』

オ
ラ
ン
ダ
語
版
冒
頭
の
「
ソ
ラ
ヌ
ス
に
よ
る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
家
系
と

生
涯
」
に
、
ま
た
、「
依
卜
加
得
外
科
則
」
は
同
書
末
尾
の
「
パ
レ
ウ

ス
の
外
科
則
」
に
比
定
し
よ
う
と
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
無
理
が
あ

る
。改

め
て
江
戸
時
代
舶
載
蘭
書
の
な
か
で
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
『
箴
言

集
』
蘭
訳
（
ゲ
ン
ト
、
一
七
九
二
）
以
外
に
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
略
伝
と

『
箴
言
集
』
を
載
せ
る
も
の
を
探
す
と
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
フ
ァ
ン
・

ヘ
ッ
セ
ル
『
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
外
科
学
』（D

avid van Gesscher, 
H

eelkunde van H
ippocrates. A

m
sterdam

, J.B. Elw
e, 1791.

）

が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
大
槻
玄
沢
は
文
化
七
年
に
長
崎
屋
で
、
商
館
長
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ド
ゥ
ー
フ
、
外
科
医
フ
ェ
イ
ル
ケ
ら
と
面
談
し
た
際
、
蘭
書
「D

avid 
van Geischer 1789.

四
冊
モ
ノ
」（
庚
午
西
賓
対
話
記
）
を
目
撃
し

て
書
き
留
め
て
い
る（

（
（

。
こ
の
「
四
冊
モ
ノ
」
は
玄
沢
の
書
き
入
れ
た
刊

年
が
不
正
確
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
同
著
者
の
『
現
代
実
用
外
科
学
』

（Id., H
edendaagsche oeffende heelkunde. A

m
sterdam

, J. D
óll, 

1781-1787. 3 vols.
）
と
上
記
『
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
外
科
学
』
の
取
り

合
わ
せ
本
の
可
能
性
が
あ
る
。

『
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
外
科
学
』
の
本
文
は
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
『
箴
言

集
』
お
よ
び
他
の
著
作
を
も
と
に
、
外
科
関
係
の
断
章
を
編
集
し
注
解

を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
の
刊
行
の
趣
旨
は
、
巻
頭
の
「
オ
ラ
ン

ダ
の
外
科
医
諸
子
へ
」（A

an de N
ederlandsche heelm

eesters

）

で
、
外
科
学
の
祖
と
し
て
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
顕
彰
を
呼
び
か
け
、「
前

書
き
」（V

oorbericht

）
冒
頭
に
「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
外
科
教
説
の
摘

録
と
簡
明
な
解
説
、
こ
れ
が
本
書
で
私
の
め
ざ
す
全
て
で
あ
る
」

（E
ene opgave, en korte verklaaring der H

eelkundige 
Leerstellingen van H

ippocrates, is alles w
at ik in dit W

erk 
bedoele.

下
線
は
引
用
者
）
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
で
あ

る
。
甫
賢
が
与
え
た
書
名
「
依
卜
加
得
外
科
則
」
の
「
外
科
則
」
は

「
前
書
き
」
冒
頭
の
語
句
「H

eelkundige Leerstellingen

」（
外
科

教
説
）
の
訳
語
で
あ
ろ
う
。「
○
依
卜
加
得
伝
」
は
本
書
巻
頭
の
「
ヒ

ポ
ク
ラ
テ
ス
略
伝
」（Levens-schets van H

ippocrates

）
に
ち
が

い
な
い
。

本
書
の
本
文
冒
頭
の
第
一
箴
言
す
な
わ
ち
「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
外
科

学
／
第
一
部
／
総
則
／
第
一
節
」（H

eelkunde van H
ippocrates. 

＼Eerste H
oofddeel. 

＼ A
lgem

eene Leerstellingen.

＼§. I.

）

の
テ
キ
ス
ト
は
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
、
す
で
に
検
討
し
た
オ
ラ
ン
ダ

語
版
『
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
箴
言
集
』
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
版
と
も
、
ゲ
ン

ト
版
と
も
か
な
り
異
な
る
訳
文
で
あ
る
。
特
に
、
医
師
に
外
科
医
を
含

め
る
た
め
に
、「
医
師
」（m

edicyn

）
の
代
わ
り
に
「
必
要
を
施
す
者
」

（hy die het noodige doet

）
の
訳
語
を
導
入
し
て
い
る
。
甫
賢
が

こ
の
テ
キ
ス
ト
を
天
保
九
年
に
「
寓
目
」
し
た
可
能
性
は
あ
る
。
し
か

し
、
こ
れ
を
利
用
し
た
形
跡
は
見
つ
か
ら
な
い
。

H
et Leven is kort, de K

unst lang, de Gelegenheid vlugtig, 
de O

ndervinding m
isleidend, het O

ordeel zw
aar. N

iet 
slechts m

oet hy die het noodige doet, m
aar ook de Zieke, 

de O
ppassers, en de uiterlyke dingen, elk het zyne 

toebrengen

（
（
（.

（
命
は
短
く
、
医
術
は
長
く
、
好
機
は
逃
げ
や
す
く
、

経
験
は
だ
ま
し
や
す
く
、
診
断
は
重
い
。
必
要
を
施
す
者
だ
け
で
は

な
く
、
ま
た
、
患
者
、
看
護
師
、
そ
し
て
外
的
事
物
、
そ
れ
ぞ
れ
が

そ
の
役
割
を
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。）

本
書
は
、
文
久
年
間
成
立
と
推
定
さ
れ
る
匿
名
の
写
本
「
蘭
書
抜
粋

録
」
全
三
冊
の
第
一
冊
に
、
巻
頭
の
「
オ
ラ
ン
ダ
の
外
科
医
諸
子
へ
」、
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「
前
書
き
」
及
び
「
依
卜
加
得
略
伝
」
が
転
写
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
天
保
～

文
久
年
間
に
お
け
る
本
書
の
影
響
に
つ
い
て
は
後
考
を
待
ち
た
い
。

2
「
医
聖
依
卜
加
得
像
」
の
漢
文
賛

桂
川
甫
賢
自
筆
の
漢
文
賛
は
洋
書
の
左
開
き
を
模
し
て
、
行
を
左
か

ら
右
へ
改
め
て
書
き
進
め
て
い
る
。
落
款
の
方
印
は
図
8
に
示
す
。
白

文
方
印
（
印
文
：
桂
國
寧
印
）
は
二
二
㎜
四
方
、
朱
文
方
印
（
印
文
：

字
清
遠
）
は
縦
三
七
×
横
三
六
㎜
で
あ
る
。
漢
文
賛
の
翻
刻
と
和
訳
は

左
記
の
通
り
。

桂
国
寧
恭
写
并
書
（
白
文
方
印
）（
朱
文
方
印
）

文
政
甲
申
春
晩

加
得
語

忽
西
洋
医
聖
依
卜

窮
已
日
夜
研
精
無
軽

難
皙
蘊
奥
深
徴
無

失
診
察
雖
多
證
因

道
長
生
短
時
乎
易

（
訓
み
下
し
）

道
は
長
く
、
生
は
短
し
。

時
た
る
や
失
い
易
し
。

診
察
は
證
因
多
し
と
雖
も
、

蘊
奥
の
深
徴
を
皙あ

き
らめ

難
く
、

窮
ま
り
無
く
し
て
已
む
。

日
夜
研
精
し
て
軽
忽
な
る
無
か
れ
。

西
洋
の
医
聖
依
卜
加
得
の
語
な
り
。

漢
文
賛
は
蘭
文
のK

onst

（
術
、
医
術
）
を
「
道
」
と
訳
し
、

O
ndervinding bedriglijk[sic]

（
経
験
は
欺
き
や
す
い
）
の
代
わ
り

に
、「
蘊
奥
の
深
徴
を
皙あ

き
らめ

難
く
、
窮
ま
り
無
く
し
て
已
む
」
と
東
洋

的
な
観
念
で
補
強
し
て
い
る
。
蘭
文
賛
の
漢
訳
と
い
う
よ
り
は
む
し

ろ
、
朱
子
学
的
な
新
解
釈
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
上
述

の
よ
う
に
、
語
順
を
逆
転
さ
せ
、K

onst

を
強
調
し
、
さ
ら
に
「
術
」

図 8　‌�医聖依卜加得像　落款印
衆星堂蔵
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桂川甫賢筆ヒポクラテス像の賛、新出二種の典拠について

で
は
な
く
「
道
」
と
訳
す
の
は
、
医
術
を
方
技
と
し
て
で
は
な
く
、
窮

理
の
た
め
の
道
と
と
ら
え
、
医
師
を
職
人
で
は
な
く
儒
医
と
位
置
づ
け

る
思
想
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

蘭
文
賛
の
末
尾
「
医
師
が
そ
の
義
務
に
順
う
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ

る
」（H

et is niet Genoeg dat de Genees H
eer Zijn Pligt 

W
aarneem

t

）
は
、
漢
文
賛
と
関
連
づ
け
れ
ば
、
医
師
は
儒
医
た
れ
、

方
技
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
、
窮
理
せ
よ
、
と
い
う
意
味
に
変
化
す

る
。
箴
言
の
原
文
は
後
半
で
、
医
師
に
最
善
を
尽
す
と
い
う
医
師
の
倫

理
だ
け
で
な
く
、
患
者
と
介
助
者
に
同
様
の
倫
理
と
環
境
整
備
を
求
め

て
い
る
が
、
医
術
を
窮
理
、
医
師
を
儒
医
と
捉
え
る
立
場
か
ら
す
れ

ば
、
こ
の
部
分
は
視
野
に
入
ら
な
い
。

「
依
卜
加
拉
得
斯
略
伝
」
と
そ
の
典
拠

甫
賢
の
こ
の
よ
う
な
医
学
観
は
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
れ
を
解
く
鍵
は
、
漢
文
賛
の
「
蘊
奥
の
深
徴
を
皙あ

き
らめ

難
く
、
窮

ま
り
無
く
し
て
已
む
」
と
い
う
一
文
に
あ
る
。
こ
の
表
現
は
山
村
才
助

訳
・
大
槻
玄
沢
訂
「
依イ

ポ

カ

ラ

テ

ス

卜
加
拉
得
斯
略
伝
」（
文
化
四
年
春
成
）
の
甫

賢
清
書
本（

（1
（

に
、

依
卜
加
拉
得
斯
は
初
め
専
ら
格
物
窮
理
を
研
究
し
、
後
殊
に
人
身

形
軀
内
外
造
有
の
物
理
を
窮
め
、
悉
く
皆
解
剖
し
以
て
実
に
就

き
、
必
ず
其
の
蘊
奥
を
竭つ

く

し
て
止
む
。
是
に
医
流
の
基
本
、
解
剖

の
祖
と
為
る
。
遂
に
全
書
を
著
し
、
医
道
を
創
立
し
、
医
業
大
成

す
。（
原
漢
文
）

と
あ
る
一
節
の
傍
線
部
（
引
用
者
）
の
表
現
を
借
り
て
言
い
換
え
た
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
依
卜
加
拉
得
斯
略
伝
」
の
原
典
は
、「
略
伝
」

冒
頭
に
「
西
士
魯ロ

乙イ

斯ス

修シ
ュ
ウ斯ス

著
古
今
地
理
人
物
志
第
五
巻
所
載
」
と
明

記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、Forum

 Rares Books

の
ヘ
ッ
セ
リ

ン
ク
氏
（Laurens H

esselink

）
の
協
力
を
得
て
調
査
し
た
結
果
、

Ａ
・
Ｇ
・
ル
イ
シ
ウ
ス
編『
総
合
歴
史
地
理
系
譜
学
辞
典
』（A

braham
 

Georg Luïscius, H
et algem

een historisch, geographisch en 
genealogisch w

oordenboek. ’s Gravenhage, D
elft, 1724-1737. 

8 vols.

）
第
五
巻
（
一
七
三
〇
、
図
9
）
のH

IPPO
CRA

T
ES

項
目

と
判
明
し
た
。
上
記
の
訳
文
に
対
応
す
る
原
文
を
掲
げ
よ
う
。

In ’t begin lei hy zich op het onderzoek der natuur, en 
naderhand begon hy de gesteltenis des m

enschlyken 
ligchaam

s inzonderheid naauw
keurig te onderzoeken. 

H
y w

as de eerste, die vaste regelen om
trent de 

geneeskunde opstelde.
（
逐
語
訳
）

彼
は
最
初
、
自
然
の
研
究
に
没
頭
し
、
の
ち
に
特
に
人
体
の
構
造

を
詳
細
に
研
究
し
始
め
た
。
彼
は
医
学
に
関
す
る
基
礎
的
な
諸
原
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図 9　A. G. ルイシウス編『総合歴史地理系譜学辞典』第 5巻　標題紙　個人蔵
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桂川甫賢筆ヒポクラテス像の賛、新出二種の典拠について

則
を
確
立
し
た
最
初
の
人
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
山
村
才
助
訳
・
大
槻
玄
沢
訂
の
訳
文
は
自
然
研
究

を
「
格
物
窮
理
」
の
概
念
で
、
ま
た
解
剖
学
も
人
体
の
「
窮
理
」
と
把

握
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
玄
沢
の
修
訂
に
よ
っ
て
、
原
文
に
は
な

い
多
く
の
修
飾
的
文
辞
が
加
え
ら
れ
、
か
え
っ
て
原
意
が
ゆ
が
め
ら
れ

て
い
る
。
甫
賢
が
表
現
を
借
り
た
「
蘊
奥
を
竭つ

く

し
て
止
む
」
は
原
文
の

「naauw
keurig te onderzoeken

」（
詳
細
に
研
究
す
る
）
を
医
聖
に

ふ
さ
わ
し
く
誇
張
し
た
表
現
で
あ
っ
た
。

『
重
訂
解
体
新
書
』
の
ク
ル
ム
ス
脚
注
訳

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
を
解
剖
学
、
す
な
わ
ち
人
体
「
窮
理
」
の
祖
と
し
て

崇
拝
す
る
考
え
は
、
大
槻
玄
沢
が
寛
政
八
年
、『
重
訂
解
体
新
書
』（
寛

政
十
年
・
一
七
九
八
成
）
の
翻
訳
中
に
、
原
典
の
脚
注
を
手
が
か
り
に

敷
衍
、
脚
色
、
修
飾
を
重
ね
て
、
ほ
と
ん
ど
創
作
し
た
漢
訳
ヒ
ポ
ク
ラ

テ
ス
伝
に
源
流
が
あ
る（

（1
（

。
そ
の
漢
訳
は
『
重
訂
解
体
新
書
』
巻
五
「
本

編
第
一
翻
訳
新
定
名
義
解
上
」「
解
体
総
括
篇
第
一
」「
解
体
科
」
の
条

に
、
本
編
の
「
註
證
」（
脚
注
を
さ
す
）
に
曰
く
、
と
し
て
挿
入
さ
れ

て
い
る（

（1
（

。

玄
沢
の
創
作
ぶ
り
を
確
認
す
る
た
め
に
、
ク
ル
ム
ス
脚
注
の
原
文
と

逐
語
訳
、
お
よ
び
玄
沢
（
茂
質
）
の
漢
訳
を
対
比
し
、
訳
文
を
検
討
し

よ
う
。
漢
訳
は
便
宜
上
、
訓
み
下
し
文
を
用
い
る（

（1
（

。
片
仮
名
の
振
り
仮

名
は
漢
訳
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
。【
】
内
は
、
玄
沢
が
加
え
た
主
な
脚

色
、
修
飾
部
分
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
を
訳
文
に
お
い
て
敷
衍
し

た
部
分
は
原
文
と
訓
み
下
し
文
の
両
方
に
下
線
で
示
し
た
。

（
ク
ル
ム
ス
脚
注
）

H
ippocrates Coüs heeft ons de alderoudste gedenkteekenen 

der O
ndleedkunde(1), schoonverspreid in zyn schriften, 

naagelaaten, w
aar onder m

eede een byzonder boek van de 
O

ntleedkunde is. H
y heeft in Griekenland 432 Jaaren voor 

de geboorte van C
hristus, onder de regeering van 

Perdiccas, den tw
eeden K

oning van M
acedoniën, geleeft, en 

soude 104. (anderen berigten 109.) jaaren oud gew
orden 

zyn. H
em

 kom
t nog heede ten daagen m

et regt de 
voorrang onder de Geneesheeren toe(2).

（
逐
語
訳
）

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
・
コ
ウ
ス
は
解
剖
学
の
最
も
古
い
考
察
を
、
そ
の
著
作

中
に
散
在
し
た
形
で
我
々
に
残
し
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
ま
た
『
解

剖
学
に
つ
い
て
』
と
い
う
独
立
し
た
章
が
あ
る
。
彼
は
キ
リ
ス
ト
生
誕

前
四
三
二
年
、
ギ
リ
シ
ア
で
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
王
、
ペ
ル
デ
ィ
ッ
カ
ス
二

世
の
治
世
下
に
生
き
て
い
た
。
そ
し
て
、
百
四
歳
（
他
の
人
は
百
九
歳

と
も
い
う
）
に
達
し
た
と
い
う
。
す
べ
て
の
医
師
中
の
最
高
位
は
、
今

に
お
い
て
も
な
お
、
ま
さ
し
く
彼
の
も
の
で
あ
る
。
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（
玄
沢
訳
訓
み
下
し
）

【
在ム

カ
シ昔

医
聖
有
り
。】
名
づ
け
て
依イ

ポ

カ

ラ

テ

ス

コ

ウ

ス

卜
蛤
蠟
得
斯
革
烏
斯
と
曰
う
。
地
中

海
の
内
、
哥コ

ヲ

ス
阿
斯
島
に
生
ず
。
専
ら
格
物
窮
理
の
学
を
事
と
す
。
尤
も

人
身
に
就
い
て
躬み

ず
から

其
の
体
を
解
き
、
以
て
内
外
諸
物
を
格
知
し
、
形

器
の
実
理
を
究
尽
⑴
し
て
、【
而
し
て
道
を
建
て
教
え
を
設
け
、
統
を

垂
れ
業
を
創
め
て
、
以
て
恵
を
後
世
に
貽の

こ

す
。
誠
に
是
れ
我
が
欧ヱ

ウ
ロ
ツ
パ

邏
巴

洲
中
医
道
の
開
基
、
解
体
家
の
祖
師
な
り
と
。】
茂
質
嘗
て
其
の
小
伝

を
閲
す
。
以
て
其
の
捐え

ん
か
ん館

の
年
暦
を
推
す
に
、
今こ

と
し茲

寛
政
八
年
を
泝

さ
か
の
ぼる

こ
と
、
二
千
二
百
二
十
有
八
年
。
実
に
皇
朝
孝
照

（
マ
マ
）天

皇
四
十
九
年
、
周

の
考
王
の
十
四
年
に
当
た
れ
り
。【
時コ

レ

よ
り
厥そ

の
後
、
医
家
皆
其
の
遺

訓
に
法の

っ
とり

、
其
の
創
立
を
奉
じ
、
賢
哲
似つ

ぎ
続
い
て
、
互
い
に
相
い
祖

述
し
て
、
愈
々
其
の
精
微
を
極
め
、
益
々
其
の
蘊
奥
を
竭
し
、】
以
て

今
世
に
至
る
と
云
う
。
竊
か
に
惟

お
も
ん
みる

に
、
医
道
の
妙
、
治
術
の
精
、
恐

ら
く
は
天
下
其
の
右
に
出
ず
る
者
無
し
⑵
。【
職
と
し
て
是
れ
解
体
術
、

其
の
宗
源
を
開
き
、
窮
理
学
、
其
の
基
本
を
立
つ
る
に
之
れ
由
れ
り
。

乃
ち
医
聖
依イ

ポ

カ

ラ

テ

ス

卜
蛤
蠟
得
斯
の
遺
恵
洪
勲
な
り
。
豈
に
以
て
感
戴
せ
ざ
る

べ
け
ん
や
。】

原
文
に
「
医
聖
」
に
対
応
す
る
言
葉
は
な
く
、Ontleedkunde

（
解

剖
学
）
を
「
格
物
窮
理
の
学
」
と
訳
し
、「
尤
も
人
身
に
就
い
て
躬
ら

其
の
体
を
解
き
、
以
て
内
外
諸
物
を
格
知
し
、
形
器
の
実
理
を
究
尽
」

す
る
と
原
文
に
な
い
敷
衍
的
説
明
を
加
え
る
。

「
茂
質
嘗
て
其
の
小
伝
を
閲
す
」
の
「
小
伝
」
は
不
明
で
あ
る
。
玄

沢
は
原
文
の
「
キ
リ
ス
ト
生
誕
前
四
三
二
年
」
を
「
捐え

ん
か
ん館

の
年
暦
」

（
没
年
）
と
解
釈
し
、「
キ
リ
ス
ト
生
誕
」
紀
元
を
は
ば
か
り
、「
今こ

と
し茲

寛
政
八
年
を
泝

さ
か
の
ぼる

こ
と
、
二
千
二
百
二
十
有
八
年
」
に
言
い
換
え
て
い

る
。
キ
リ
ス
ト
紀
元
前
四
三
二
年
は
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
か
ら
確

か
に
二
千
二
百
二
十
八
年
前
で
あ
る
が
、
第
五
代
孝
昭
天
皇
四
十
九

年
、
周
の
考
王
十
四
年
は
キ
リ
ス
ト
紀
元
前
四
二
七
年
に
あ
た
る
。
こ

の
齟
齬
の
事
情
は
未
詳
で
あ
る
。

原
文
の
マ
ケ
ド
ニ
ア
王
ペ
ル
デ
ィ
ッ
カ
ス
二
世
（
在
位
・
前
四
五
〇

年
頃
～
前
四
一
三
）
治
世
下
の
項
と
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
享
年
の
項
は
訳

出
さ
れ
て
い
な
い
。

原

文
「H

em
 kom

t nog heede ten daagen m
et regt de 

voorrang onder de Geneesheeren toe

」（
あ
ら
ゆ
る
医
師
中
の

最
高
位
は
、
今
に
お
い
て
も
な
お
、
ま
さ
し
く
彼
の
も
の
で
あ
る
）
の

「heede ten daagen

」（
今
、
現
在
）
の
意
味
は
直
前
の
文
末
「
以
て

今
世
に
至
る
と
云
う
」
に
移
さ
れ
、「H

em
 kom

t

」
で
始
ま
る
倒
置

文
の
構
造
と
分
離
動
詞toekom

en

が
理
解
さ
れ
ず
、「
竊
か
に
惟
る

に
、
医
道
の
妙
、
治
術
の
精
、
恐
ら
く
は
天
下
其
の
右
に
出
ず
る
者
無

し
」
と
い
う
玄
沢
自
身
の
言
葉
に
改
変
し
て
い
る
。
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3　
「
依
卜
加
得
文
章
一
」に
転
写
さ
れ
た
賛
の
典
拠　

そ
の（
1
）

「
依イ

ポ

カ

テ

卜
加
得
文
章
一
」
と
題
さ
れ
た
こ
の
小
冊
子
は
桂
川
甫
賢
が
天

保
九
年
（
一
八
三
八
）
五
月
に
門
人
二
人
に
描
き
与
え
た
ヒ
ポ
ク
ラ
テ

ス
肖
像
画
の
漢
文
賛
と
、
肖
像
画
制
作
の
由
来
書
の
写
し
で
あ
る
。
表

紙
の
見
返
し
に
は
そ
の
肖
像
画
の
摸
写
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
摸
写
さ

れ
た
肖
像
画
と
前
半
の
漢
文
賛
は
、
本
稿
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ

う
に
、
既
知
の
甫
賢
自
画
自
賛
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
肖
像
⑥
27
の
肖
像
お

よ
び
賛
と
よ
く
符
合
す
る
。「
依
卜
加
得
文
章
一
」
と
の
題
は
、
冊
子

の
裏
表
紙
見
返
し
に
墨
書
し
た
「
香
川
迪
斎
主
人
」（
未
詳
）
が
ヒ
ポ

ク
ラ
テ
ス
伝
記
資
料
を
記
録
し
た
冊
子
の
第
一
冊
を
意
味
す
る
と
思
わ

れ
る
。

冊
子
後
半
の
由
来
書
に
よ
れ
ば
、
甫
賢
は
門
人
大
野（

（1
（

と
井
田
某
（
不

明
）
の
来
訪
を
受
け
た
。
二
人
は
南
山
老
侯
（
薩
摩
藩
主
島
津
重し

げ
ひ
で豪

、

一
七
四
五
～
一
八
三
三
）
が
生
前
に
江
戸
参
府
の
オ
ラ
ン
ダ
人
に
瓶
を

託
し
て
入
手
さ
れ
た
と
い
う
オ
ラ
ン
ダ
国
の
水
の
入
っ
た
瓶
を
差
し
出

し
、
こ
の
水
で
墨
を
擦
っ
て
医
王
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
肖
像
画
を
描
い
て

ほ
し
い
、
と
懇
請
し
た
。
甫
賢
は
「
そ
の
用
意
の
至
り
、
好
尚
の
厚

き
」
を
喜
ん
で
、
明
窓
浄
机
、
肅
坐
し
て
揮
毫
し
た
と
こ
ろ
、
墨
色
燦

と
し
て
神
彩
渙
発
。
今
の
人
を
し
て
自
然
に
崇
敬
の
念
を
起
こ
さ
せ

る
、
実
に
奇
な
る
出
来
映
え
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ま
で
に
記
録

し
て
あ
っ
た
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
伝
を
抄
録
し
、
肖
像
画
に
付
し
て
二
人
に

贈
呈
す
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。

以
下
に
「
依
卜
加
得
文
章
一
」
の
全
文
を
翻
刻
し
、
前
半
に
転
写
さ

れ
た
漢
文
賛
の
典
拠
を
考
察
し
よ
う
。
漢
文
賛
（
白
文
）
は
毎
半
葉
無

界
七
行
に
転
写
さ
れ
、
朱
で
読
点
が
付
け
ら
れ
、
冒
頭
の
固
有
名
詞
若

干
に
朱
で
仮
名
書
き
の
振
り
仮
名
が
施
さ
れ
て
い
る
。
朱
点
は
「
、」

で
示
す
。
参
考
の
た
め
、
訓
み
下
し
文
を
添
え
る
。
傍
線
部
は
後
述
の

典
拠
「
依
卜
加
拉
得
斯
略
伝
」（
文
化
四
年
・
一
八
〇
七
）
を
利
用
し

た
箇
所
を
示
す
。

依
卜
加
得
文
章
一

依
卜
加
得
先
生
者
、
厄ゲ

レ

シ

ヤ

勒
斉
亜
人
也
、
父
曰
黒メ

リ
ュ
キ

拉
吉
、
母
曰
布プ

リ
ュ
ク

拉
吉
、

相
伝
大
古
之
猛
将
、
黒メ

ル
キ
ュ

児
鳩
之
裔
也
、
曾
祖
有
鄂
止シ

石
者
、
既
撰
述
医

籍
、
事
見
于
瓦ガ

レ

ヌ

ス

列
奴
斯
撰
書
、
先
生
初
専
攻
格
物
窮
理
之
学
、
後
殊
究

人
身
形
軀
内
外
造
有
之
理
、
悉
皆
即
物
解
剖
、
明
徴
着
実
、
必
竭
其
蘊

奥
而
止
矣
、
遂
其
業
大
成
述
作
典
籍
以
賜
于
天
下
万
世
、
実
為
医
家
者

之
祖
宗
、
解
剖
科
之
基
礎
矣
、
其
書
言
曰
、
凡
為
医
者
宜
就
諸
病
、
潜

心
覃
思
以
窮
其
理
也
、
夫
人
身
之
元
神
意
識
、
能
主
宰
一
身
、
使
自
運

動
営
為
無
不
如
意
也
、
是
謂
自
然
之
妙
道
矣
、
医
能
明
弁
此
理
、
随
其

自
然
、
以
施
其
治
、
則
無
有
艱
阻
也
、
蓋
人
身
之
性
雖
不
能
無
疾
疢
、

然
又
有
活
動
機
転
、
而
晋
々
欲
自
癒
、
謂
曰
之
人
身
中
之
一
大
良
医
、

医
之
従
之
而
施
治
、
猶
臣
僕
之
供
使
令
、
其
務
不
出
順
自
然
之
性
、
以

処
導
達
閼
滞
之
良
方
而
已
、
故
能
預
識
人
身
固
有
之
理
、
而
令
之
順
行
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直
達
、
則
医
之
能
事
畢
矣
、
至
哉
言
乎
、
後
之
学
者
誰
不
遵
奉
此
語

也
、
当
時
疫
癘
大
行
、
無
処
不
染
者
、
先
生
大
施
治
療
、
救
済
至
衆
、

於
是
西
方
諸
国
、
尊
崇
如
神
、
至
今
称
曰
医
王
云
、
先
生
生
于
欧
羅
巴

革
命
前
四
百
六
十
年
、
没
于
三
百
七
十
五
年
、
寿
八
十
有
五
、
有
二
男

一
女
、
長
曰
達
拉
哥
、
次
曰
跕
沙
留
、
女
婿
曰
卜
列
乙
、
又
有
弟
子
曰

垤
吉
彪
、
皆
共
受
其
業
、
馳
名
于
時
、
医
王
生
涯
道
徳
功
業
至
多
、
後

世
伝
之
皆
以
為
規
則
、
今
録
其
梗
概
云
、

門
人
大
野
井
田
携
清
水
一
瓶
□
（
虫
損
：
共
か
）
告
曰
、
是
遠
西

和
蘭
国
中
之
水
、
而　

南
山
老
矦
之
所
賜
也
、
矦
博
雅
好
事
若
之

所
悉
、
曽
試
諸
州
之
水
性
、
竟
及
海
外
、
此
瓶
水
託
来
貢
西
客
、

而
所
得
也
、
今
也
仙
矣
、
感
慨
何
歇
、
僕
曽
請
君
写
医
王
之
像
、

願
以
此
水
磨
墨
、
豈
不
湊
巧
乎
、
余
嘉
其
用
意
之
至
、
好
尚
之

厚
、
乃
夙
興
澡
洗
、
明
窓
之
下
浄
机
之
上
、
粛
坐
揮
毫
、
則
墨
色

燦
焉
、
神
彩
渙
発
、
今
人
自
然
起
崇
敬
思
、
不
亦
奇
乎
、
乃
謹
抄

曽
所
録
医
王
之
伝
、
付
之
以
贈
、
時
惟
天
保
戊
戌
端
午
之
日
也

江
都
法
眼
侍
医

翠
藍
桂
国
寧　
（
印
：
桂
囶
寧
）（
印
：
桂
氏
清
遠
）

（
訓
み
下
し
）

依
卜
加
得
先
生
は
厄ゲ

レ

シ

ヤ

勒
斉
亜
な
り
。
父
は
黒メ

リ
ュ
キ

拉
吉
と
曰
う
。
母
は

布プ
リ
ュ
ク

拉
吉
と
曰
う
。
相
伝
う
、
大
古
の
猛
将
、
黒メ

ル
キ
ュ

児
鳩
の
裔
な
り
と
。
曾

祖
に
鄂
止シ

石
な
る
者
有
り
。
既
に
し
て
医
籍
を
撰
述
す
。
事
、

瓦ガ

レ

ヌ

ス

列
奴
斯
撰
書
に
見
ゆ
。
先
生
は
初
め
格
物
窮
理
の
学
を
専
攻
し
、

後
、
殊
に
人
身
形
軀
内
外
造
有
の
理
を
究
む
。
悉
皆
物
に
即
し
て
解
剖

し
、
明
徴
着
実
。
必
ず
其
の
蘊
奥
を
竭
し
て
止
む
。
遂
に
其
の
業
大
成

し
、
典
籍
を
述
作
し
て
以
て
天
下
万
世
に
賜
う
。
実
に
医
家
な
る
者
の

祖
宗
、
解
剖
科
の
基
礎
為
り
。
其
の
書
に
言
い
て
曰
わ
く
、「
凡
そ
医

為
る
者
は
宜
し
く
諸
病
に
就
き
、
潜
心
覃た

ん

思し

し
て
以
て
其
の
理
を
窮
む

べ
し
。
夫
れ
人
身
の
元
神
意
識
は
能
く
一
身
を
主
宰
し
、
自
か
ら
運
動

し
て
営
為
の
不
如
意
無
か
ら
し
む
な
り
。
是
れ
自
然
の
妙
道
と
謂
う
。

医
は
能
く
此
の
理
を
明
弁
し
、
其
の
自
然
に
随
い
、
以
て
其
の
治
を
施

せ
ば
、
則
ち
艱
阻
有
る
こ
と
無
し
。
蓋
し
人
身
の
性
は
疾
疢
無
き
能
わ

ず
と
雖
も
、
然
も
又
た
活
動
機
転
有
り
て
、
晋
々
と
し
て
自
ら
癒
さ
ん

と
欲
す
。
謂お

も

う
に
之
を
人
身
中
の
一
大
良
医
と
曰
う
、
医
の
之
れ
に
従

い
て
治
を
施
す
は
、
猶
お
臣
僕
の
使
令
に
供
す
る
が
ご
と
し
。
其
の
務

め
は
自
然
の
性
に
順
い
、
処
を
以
て
閼
滞
を
導
達
す
る
の
良
方
を
出
ざ

る
の
み
。
故
に
能
く
預
め
人
身
固
有
の
理
を
識
り
、
而
し
て
之
を
順
行

直
達
せ
し
め
ば
、
則
ち
医
之
れ
能
く
事
畢
わ
る
」
と
。
至
れ
る
哉
、
言

や
。
後
の
学
者
、
誰
か
此
の
語
を
遵
奉
せ
ざ
ら
ん
や
。
当
時
、
疫
癘
大

に
行
わ
れ
、
処
と
し
て
染
ま
ざ
る
は
無
し
。
先
生
大
い
に
治
療
を
施

し
、
救
済
至
っ
て
衆お

お

し
。
是
に
於
て
西
方
諸
国
、
尊
崇
す
る
こ
と
神
の

如
く
、
今
に
至
る
ま
で
称
し
て
医
王
と
曰
う
と
云
う
。
先
生
は
欧
羅
巴

革
命
前
四
百
六
十
年
に
生
ま
れ
、
三
百
七
十
五
年
に
没
す
。
寿
八
十
有

五
。
二
男
一
女
有
り
。
長
は
達ダ

ラ

コ
拉
哥
と
曰
い
、
次
は
跕テ

サ

ル
沙
留
と
曰
う
。
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女
婿
は
卜ポ

レ

イ
列
乙
と
曰
う
。
又
た
弟
子
有
り
。
垤デ

キ吉
彪ピ

ュ

と
曰
う
。
皆
共
に

其
の
業
を
受
け
、
名
を
時
に
馳
す
。
医
王
生
涯
の
道
徳
功
業
は
至
っ
て

多
し
。
後
世
之
を
伝
う
る
を
皆
な
以
て
規
則
と
為
す
。
今
其
の
梗
概
を

録
す
と
云
う
。

門
人
大
野
、
井
田
、
清
水
一
瓶
を
携
え
□
（
共
に
）
告
げ
て
曰
わ

く
、「
是
れ
遠
西
和
蘭
国
中
の
水
に
し
て
、
南
山
老
矦
の
賜
う
所

な
り
。
矦
の
博
雅
好
事
は
之ゆ

く
所
悉つ

く

す
が
若
し
。
曽
て
諸
州
の
水

性
を
試
し
、
竟
に
海
外
に
及
ぶ
。
此
の
瓶
水
は
来
貢
の
西
客
に
託

し
て
得
し
所
な
り
。
今
や
仙
た
り
。
感
慨
、
何
ぞ
歇つ

き
ん
。
僕
曽す

な
わ

ち
君
に
請
う
、
医
王
の
像
を
写
せ
よ
。
願
わ
く
は
此
の
水
を
以
て

墨
を
磨
せ
。
豈
に
湊
巧
な
ら
ざ
ら
ん
や
」
と
。
余
、
其
の
用
意
の

至
り
、
好
尚
の
厚
き
を
嘉よ

み

し
、
乃
ち
夙
興
澡
洗
、
明
窓
の
下
、
浄

机
の
上
、
粛
坐
し
て
揮
毫
す
れ
ば
、
則
ち
墨
色
燦
焉
、
神
彩
渙

発
。
今
人
、
自
然
に
崇
敬
の
思
い
を
起
こ
さ
ん
。
亦
た
奇
な
ら
ず

や
。
乃
ち
謹
し
ん
で
曽
て
所
録
す
る
所
の
医
王
の
伝
を
抄
し
、
之

に
付
し
て
以
て
贈
る
。
時
に
惟
れ
天
保
戊
戌
端
午
の
日
な
り
。

江
都
法
眼
侍
医

翠
藍
桂
国
寧　
（
印
：
桂
囶
寧
）（
印
：
桂
氏
清
遠
）

前
半
の
漢
文
賛
は
、
そ
の
原
本
と
思
わ
れ
る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
肖
像
⑥

27
の
漢
文
賛
を
分
析
し
た
緒
方
富
雄
（
一
九
七
一
）
が
一
三
六
頁
で
指

摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
山
村
才
助
訳
・
大
槻
玄
沢
訂
「
依
卜
加
拉
得
斯

略
伝
」（
文
化
四
年
春
成
）
に
依
拠
し
つ
つ
、
玄
沢
が
寛
政
十
一
年

（
一
七
九
九
）
八
月
に
翻
訳
し
た
「
兮エ

ポ

カ

ラ

テ

ス

撥
哈
拉
跕
斯
伝
」（『
磐
水
存
響　

乾
』「
磐
水
漫
草
」
所
収
）
の
一
部
分
を
加
え
て
、
文
章
を
推
敲
し
た

も
の
で
あ
る
。

「
依
卜
加
拉
得
斯
略
伝
」
は
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
玄
沢
門
人
の

山
村
才
助
が
Ａ
・
Ｇ
・
ル
イ
シ
ウ
ス
編
『
総
合
歴
史
地
理
系
譜
学
事

典
』
第
五
巻
（
一
七
三
〇
）
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
項
目
を
翻
訳
し
、
玄
沢

が
修
訂
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。「
兮
撥
哈
拉
跕
斯
伝
」
は
そ
の
末
尾
に

玄
沢
が
記
す
よ
う
に
、「
哥コ

ル

ネ

イ

キ

児
涅
乙
吉
」
す
な
わ
ち
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト

『
史
的
年
代
記
』
第
一
巻
（Johan Ludw

ig Gottfried, H
istorische 

chronyck. 1ste deel. Leyden, Pieter V
ander A

a, 1698

）
の
口

絵
銅
版
図
版
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
肖
像
画
を
入
手
し
、
石
川
大
浪
に
摸
写

さ
せ
画
幅
と
し
た
際
に
、
そ
の
賛
と
し
た
も
の
だ
っ
た
。

「
依
卜
加
拉
得
斯
略
伝
」
の
利
用
箇
所

緒
方
の
指
摘
を
受
け
て
、
ま
ず
、
甫
賢
が
「
依イ

ポ

カ

ラ

テ

ス

卜
加
拉
得
斯
略
伝
」

（
白
文
、
細
字
双
行
注
あ
り
）
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
た
か
を
具
体
的

に
示
そ
う
。
そ
の
た
め
、
緒
方
富
雄
（
一
九
七
一
）
図
版
9
に
よ
っ
て

全
文
を
翻
刻
し
、
甫
賢
が
利
用
し
た
箇
所
に
傍
線
を
加
え
、
前
掲
「
依

卜
加
得
文
章
一
」
の
翻
刻
に
も
、
対
応
す
る
箇
所
に
傍
線
を
付
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
両
箇
所
の
対
応
が
明
白
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
以

下
の
翻
刻
に
お
い
て
は
、
読
点
を
私
に
付
け
、
原
本
の
細
字
双
行
注
は
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【
】
内
に
示
し
た
。
訓
み
下
し
中
の
【
】
も
同
様
で
あ
る
。
訓
み
下
し

中
の
ル
ビ
も
私
に
付
け
た
。

依
卜
加
拉
得
斯
略
伝
【
士
魯
乙
斯
修
斯
著
古
今
地
理
人
物
志
第
五
巻

所
載
】
大
東　

山
村
昌
永
訳　

大
槻
茂
質
訂

依
卜
加
拉
得
斯
【
漢
訳
依
卜
加
得
】
者
、
我
往
古
医
宗
也
、
世
尊
之
曰

不
霊
斯
牒
児
業
涅
乙
斯
協
冷
【
此
語
此
訳
云
医
王
】
前
欧
羅
巴
洲
革
命

四
百
六
十
年
【
年
歴
考
別
詳
于
画
像
題
賛
】
生
哥
阿
斯
島
【
按
哥
阿
斯

島
今
名
蘭
鄂
地
中
海
多
島
海
中
之
一
島
、
近
于
那
多
里
亜
海
辺
】、
父

曰
歇
拉
吉
力
牒
斯
、
母
曰
不
拉
吉
悉
跕
穵
、
相
伝
云
、
太
古
之
歇
爾
鳩

列
斯
及
僾
斯
鳩
拉
必
烏
斯
之
苗
裔
也
【
按
歇
爾
鳩
列
斯
者
、
太
古
有
勇

猛
之
名
、
嘗
戮
殺
巨
蛇
獅
子
及
種
々
異
形
怪
物
等
云
、
僾
斯
鳩
拉
必
烏

斯
者
蓋
其
室
人
歟
】、
依
卜
加
拉
得
斯
之
遠
祖
有
鄂
悉
石
鳩
斯
者
、
既

撰
述
医
籍
事
、
見
于
歹
列
奴
斯
【
中
古
名
医
名
】
撰
書
中
、
依
卜
加
拉

得
斯
初
専
研
究
格
物
窮
理
、
後
殊
窮
身
形
軀
内
外
造
有
之
物
理
、
悉
皆

解
剖
以
就
実
、
必
竭
其
蘊
奥
止
焉
、
是
為
医
流
基
本
解
剖
科
之
祖
、
遂

著
全
書
、
医
業
大
成
矣
、
当
時
疫
癘
大
行
其
郷
、
是
起
于
伊
児
列
乙
力

応
【
按
古
国
名
、
謂
現
今
意
太
里
亜
及
太
拏
払
河
辺
黒
海
近
傍
之
間
】

之
地
、
多
伝
患
者
、
依
卜
加
拉
得
斯
療
之
救
済
至
衆
、
於
是
于
、
当
時

盛
大
厄
勒
祭
亜
諸
国
之
人
、
亦
皆
尊
崇
而
推
戴
之
如
神
霊
云
、
其
事
載

于
旧
記
諸
史
、
永
美
挙
于
世
、【
按
艾
儒
略
職
方
外
紀
曰
、
亜
細
亜
地

中
海
有
島
百
千
、
其
大
者
一
曰
哥
阿
島
、
曩
国
人
尽
患
疫
、
内
有
名
医

名
依
卜
加
得
、
不
以
薬
石
療
之
、
令
城
内
外
遍
大
火
焼
、
一
昼
夜
息
、

而
病
亦
癒
矣
、
蓋
疫
為
邪
気
所
侵
、
火
気
猛
烈
能
盪
滌
諸
邪
尽
而
疾

癒
、
亦
至
理
也
】、
其
没
年
雖
多
不
審
者
、
拠
諸
実
録
攻
之
、
距
中
興

革
命
之
時
三
百
七
十
六
年
前
、
而
保
寿
八
十
有
五
也
、
有
二
男
一
女
、

長
曰
達
拉
哥
、
次
曰
跕
沙
留
斯
、
女
婿
曰
卜
列
乙
必
烏
斯
、
又
有
弟
子

曰
垤
吉
悉
彪
斯
者
、
皆
共
受
其
業
、
名
誉
于
其
世
云
、
依
卜
医
王
生
涯

事
業
功
績
永
伝
于
世
、
名
声
益
籍
甚
、

詳
見
于
不
力
泥
烏
斯
、
泄
爾
修
斯
、
泄
涅
蛤
、
歹
列
奴
斯
、
修
乙
達

斯
、
蛤
斯
跕
力
穵
奴
斯
、
達
尼
乙
児
般
刼
列
爾
古
、
等
諸
名
哲
著
撰
諸

書
中

茂
質
嘗
得
医
王
小
伝
於
鳩
児
模
斯
解
剖
書
註
証
中
、
又
得
其
肖

像
於
哥
児
涅
乙
吉
之
書
、
即
訳
且
摸
、
装
為
一
幅
蔵
焉
、
頃
門

生
山
村
昌
永
得
此
説
、
訳
以
所
見
贈
、
茂
質
更
訂
正
修
辞
、
併

以
副
其
画
幅
云
、
文
化
四
年
丁
卯
之
春

桂
川
国
寧
書

（
訓
み
下
し
）

依イ

ポ

カ

ラ

テ

ス

卜
加
拉
得
斯
略
伝
【
西
士
魯ロ

乙イ

斯ス

修シ
ュ
ウ斯ス

著
古
今
地
理
人
物
志
第
五
巻

所
載
】
大
東　

山
村
昌
永
訳　

大
槻
茂し

げ
か
た質

訂

依
卜
加
拉
得
斯
【
漢
訳
依イ

ポ

カ

テ

卜
加
得
】
は
我
が
往
古
の
医
宗
な
り
。
世
々

之
を
尊
び
て
、
不プ

霊リ
ン

斯ス

牒デ

児ル

業ゲ

涅ネ

乙イ

斯ス

協ヘ
ー

冷ル

【
此
語
、
此
を
訳
し
て
医

王
と
云
う
】
と
曰
う
。
欧
羅
巴
洲
革
命
に
前さ

き

ん
ず
る
こ
と
四
百
六
十
年
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桂川甫賢筆ヒポクラテス像の賛、新出二種の典拠について

【
年
歴
考
は
別
に
画
像
の
題
賛
に
詳
し
】
哥コ

オ

ス
阿
斯
島
に
生
ま
る
【
按
ず

る
に
哥
阿
斯
島
は
今
蘭ラ

ン
ゴ鄂

と
名
づ
く
、
地
中
海
多
島
海
中
の
一
島
な

り
、
那ナ

多タ

リ里
亜ア

の
海
辺
に
近
し
】。
父
は
歇ヘ

ラ

キ

リ

デ

ス

拉
吉
力
牒
斯
と
曰
い
、
母

は
不プ

ラ

キ

シ

テ

ア

拉
吉
悉
跕
穵
と
曰
う
。
相
伝
え
て
云
わ
く
、
太
古
の
歇ヘ

ラ

ク

レ

ス

爾
鳩
列
斯

及
び
僾エ

ス
キ
ュ
ラ
ピ
ウ
ス

斯
鳩
拉
必
烏
斯
の
苗
裔
な
り
【
按
ず
る
に
歇
爾
鳩
列
斯
は
太
古

に
勇
猛
の
名
有
り
、
嘗
て
巨
蛇
獅
子
及
び
種
々
異
形
怪
物
等
を
戮
殺
す

と
云
う
、
僾
斯
鳩
拉
必
烏
斯
は
蓋
し
其
の
室
人
か
】。
依
卜
加
拉
得
斯

の
遠
祖
に
鄂ゴ

シ
セ
キ
ュ
ス

悉
石
鳩
斯
な
る
者
有
り
。
既
に
し
て
医
籍
を
撰
述
せ
る

事
、
歹ガ

レ

ヌ

ス

列
奴
斯
【
中
古
の
名
医
の
名
】
の
撰
書
中
に
見
ゆ
。
依
卜
加
拉

得
斯
は
初
め
専
ら
格
物
窮
理
を
研
究
す
。
後
、
殊
に
身
形
軀
内
外
造
有

の
物
理
を
窮
む
。
悉
皆
解
剖
し
て
以
て
実
に
就
き
、
必
ず
其
の
蘊
奥
を

竭
し
て
止
む
。
是
れ
が
為
に
医
流
の
基
本
、
解
剖
科
の
祖
た
り
。
遂
に

全
書
を
著
し
、
医
業
大
成
す
。
当
時
疫
癘
大
に
其
の
郷
に
行
わ
る
。
是

れ
伊イ

児ル

列レ

乙イ

力リ

応イ
ン

【
按
ず
る
に
古
国
の
名
、
謂お

も

う
に
現
今
意
太
里
亜
及

び
太ダ

ヌ

ブ
拏
払
河
辺
、
黒
海
近
傍
の
間
】
の
地
に
起
こ
り
、
患
を
伝
う
る
者

多
し
。
依
卜
加
拉
得
斯
之
れ
を
療
し
、
救
済
至
て
衆お

お

し
。
是
に
於
て

か
、
当
時
盛
大
な
る
厄ゲ

レ

シ

ア

勒
祭
亜
諸
国
の
人
亦
た
皆
尊
崇
す
、
而
し
て
之

れ
を
推
戴
す
る
こ
と
神
霊
の
如
し
と
云
う
。
其
の
事
旧
記
諸
史
に
載

せ
、
永
く
世
に
美
挙
た
り
。【
按
ず
る
に
艾
儒
略
の
職
方
外
紀
に
曰
わ

く
、
亜
細
亜
地
中
海
に
島
百
千
有
り
。
其
の
大
な
る
者
、
一
つ
を
哥コ

オ阿

島
と
曰
う
。
曩
に
国
人
尽
く
疫
を
患
う
。
内
に
名
医
有
り
。
名
は
依イ

ポ卜

加カ

テ得
。
薬
石
を
以
て
之
れ
を
療
せ
ず
。
城
内
外
遍
く
大
火
も
て
焼
か
し

む
。
一
昼
夜
し
て
息や

む
。
而
し
て
病
も
亦
た
癒
ゆ
。
蓋
し
疫
の
為
に
邪

気
の
侵
す
所
、
火
気
猛
烈
に
し
て
能
く
諸こ

れ

を
盪
滌
し
、
邪
尽
き
て
疾
癒

ゆ
。
亦
た
至
理
な
り
と
。】
其
の
没
年
、
不
審
な
る
者
多
し
と
雖
も
、

諸
実
録
に
拠
り
之
れ
を
攻
む
れ
ば
、
中
興
革
命
の
時
を
距
つ
る
こ
と
三

百
七
十
六
年
前
な
り
。
而
し
て
寿
を
保
つ
こ
と
八
十
有
五
な
り
。
二
男

一
女
有
り
。
長
を
達ダ

ラ

コ
拉
哥
と
曰
う
。
次
を
跕テ

サ

ル

ス

沙
留
斯
と
曰
う
。
女
婿
を

卜ポ

レ

イ

ビ

ウ

ス

列
乙
必
烏
斯
と
曰
う
。
又
た
弟
子
に
垤デ

吉キ

悉シ

彪ピ
ュ

斯ス

な
る
者
有
り
。
皆

共
に
其
の
業
を
受
け
、
其
の
世
に
名
誉
あ
り
と
云
う
。
依
卜
医
王
の
生

涯
事
業
功
績
は
永
く
世
に
伝
わ
り
、
名
声
益
々
籍
甚
た
り
。

詳
し
く
は
、
不フ

リ

ニ

ウ

ス

力
泥
烏
斯
、
泄セ

ル
シ
ュ
ス

爾
修
斯
、
泄セ

ネ

カ
涅
蛤
、
歹ガ

レ

ヌ

ス

列
奴
斯
、

修シ
ュ
イ
タ
ス

乙
達
斯
、
蛤カ

ス

テ

リ

ア

ヌ

ス

斯
跕
力
穵
奴
斯
、
達タ

ニ
イ
ル
ハ
ン
コ
レ
ル
コ

尼
乙
児
般
刼
列
爾
古
、
等
諸
名
哲

の
著
撰
諸
書
中
に
見
ゆ
。

茂
質
嘗
て
医
王
の
小
伝
を
鳩キ

ュ
ル
ム
ス

児
模
斯
解
剖
書
の
註
証
中
に
得
た

り
。
又
た
其
の
肖
像
を
哥コ

ル

ネ

イ

キ

児
涅
乙
吉
の
書
に
得
た
り
。
即
ち
訳

し
且
つ
摸
し
、
装
し
て
一
幅
と
為
し
て
焉こ

れ

を
蔵
す
。
頃さ

き
ごろ

門
生

山
村
昌
永
、
此
の
説
を
得
た
り
。
訳
し
て
以
て
見
る
所
を
贈

る
。
茂
質
更
に
訂
正
修
辞
し
、
併
び
に
以
て
其
の
画
幅
に
副
う

と
云
う
。
文
化
四
年
丁
卯
の
春
。

桂
川
国
寧
書
す
。

ル
イ
シ
ウ
ス
『
総
合
歴
史
地
理
系
譜
学
辞
典
』

「
依
卜
加
拉
得
斯
略
伝
」（
文
化
四
年
春
成
）
の
典
拠
は
前
章
で
部
分
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的
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
ル
イ
シ
ウ
ス
編
『
総
合
歴
史
地
理
系
譜
学
辞

典

』（A
braham

 Georg Luïscius, H
et algem

een historisch, 
geographisch en genealogisch w

oordenboek. ’s Gravenhage, 
D

elft, 1724-1737. 8 vols.

）
第
五
巻
（
一
七
三
〇
）
の

H
IPPO

CRA
T

ES
項
目
で
あ
っ
た
。
本
書
は
訳
者
山
村
才
助
の
『
訂

正
増
訳
采
覧
異
言
』（
文
化
元
年
四
月
序
）
巻
頭
の
「
引
用
書
目
」
に

見
え
ず
、
そ
の
利
用
は
こ
の
「
依
卜
加
拉
得
斯
略
伝
」
以
外
、
管
見
に

入
ら
な
い
。
文
化
四
年
当
時
、
江
戸
に
新
着
の
舶
載
書
で
あ
っ
た
よ
う

だ
。本

辞
典
は
最
初
の
オ
ラ
ン
ダ
語
版
百
科
辞
典
と
し
て
知
ら
れ
、
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
小
項
目
主
義
に
よ
る
大
型
フ
ォ
リ
オ
版
（
四
一
・
五
×

二
七
・
五
㎝
）、
全
八
巻
。
総
頁
数
は
四
千
五
百
二
十
四
頁
に
達
す
る
。

編
者
の
ル
イ
シ
ウ
ス
（
一
六
九
三
～
一
七
四
〇
年
以
降
没
）
は
ド
イ
ツ

の
デ
ュ
ー
ス
ブ
ル
ク
大
学
、
つ
い
で
お
そ
ら
く
オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
イ
デ
ン

大
学
で
法
学
と
歴
史
を
修
め
、
プ
ロ
イ
セ
ン
王
立
ア
カ
デ
ミ
ー
外
国
会

員
（
一
七
三
四
）
や
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
在
デ
ン
・
ハ
ー
グ
派
遣
代
理
官

（envoyé

）
を
務
め
た
青
年
知
識
人
で
あ
っ
た
。
三
十
一
歳
か
ら
独
力

で
、
当
時
カ
ト
リ
ッ
ク
国
フ
ラ
ン
ス
で
版
を
重
ね
て
い
た
ル
イ
・
モ
レ

リ
ー
『
歴
史
大
辞
典
』（Louis M

oréri, Le grand dicitionnaire 
historique.

）
の
編
訳
に
取
り
組
み
、
オ
ラ
ン
ダ
東
西
東
イ
ン
ド
関
係

記
事
な
ど
、
既
存
の
他
国
語
版
に
は
な
い
オ
ラ
ン
ダ
独
自
の
項
目
を
盛

り
込
ん
だ
本
書
を
刊
行
し
た
。
し
か
し
、
刊
行
の
翌
年
か
ら
、
同
じ
く

モ
レ
リ
ー
辞
典
に
よ
る
、
よ
り
充
実
し
た
編
訳
百
科
辞
典
、
文
人
フ
ァ

ン
・
ホ
ー
フ
ス
ト
ラ
ー
テ
ン
等
編
『
総
合
歴
史
地
理
系
譜
学
批
判
的
大

辞

典

』（D
avid van H

oogstraten et al., G
root algem

een 
historisch, geographisch, genealogisch en oordeelkundig 
w

oordenboek. A
m

sterdam
, etc. 1725-1733. 10 vols.

）
の
出
版

が
始
ま
り
、
苦
境
に
陥
っ
た（

（1
（

。

ル
イ
シ
ウ
ス
が
翻
訳
に
使
用
し
た
モ
レ
リ
ー
辞
典
の
版
種
は
、
以
下

に
検
討
す
る
「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
」
項
目
の
み
か
ら
の
推
定
で
あ
る
が
、

一
七
一
八
年
版
（Paris, Jean-Baptiste Coignard, 1718

）
の
よ
う

で
あ
る
。
一
七
三
二
年
版
（Paris, Jacques V

incent, 1732

）
と
の

間
で
同
項
目
は
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
伝
の
記
事
、
十
六
・
十
七
世
紀
に
お

け
る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
著
作
集
の
出
版
記
事
に
変
更
は
み
ら
れ
な
い
が
、

一
七
三
二
年
版
に
は
一
七
一
八
年
版
に
は
な
い
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る

『
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
箴
言
集
』
流
行
の
記
事
が
加
え
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。

蘭
仏
両
典
拠
か
ら
み
た
「
依
卜
加
拉
得
斯
略
伝
」

ル
イ
シ
ウ
ス
辞
典
「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
」
項
目
の
オ
ラ
ン
ダ
語
文
が
山

村
才
助
と
大
槻
玄
沢
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
訳
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
オ

ラ
ン
ダ
語
文
は
典
拠
の
モ
レ
リ
ー
辞
典
（
一
七
一
八
年
版
）
の
フ
ラ
ン

ス
語
文
を
ど
の
よ
う
に
訳
し
た
も
の
か
。
以
下
に
、
三
種
の
テ
キ
ス
ト

を
断
章
ご
と
に
対
照
さ
せ
、
考
察
を
加
え
た
い
。

「
依
卜
加
拉
得
斯
略
伝
」
は
細
字
双
行
を
除
い
た
訓
み
下
し
文
を
テ
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キ
ス
ト
と
し
、（
略
伝
）
の
略
号
を
用
い
る
。
断
章
は
ル
イ
シ
ウ
ス
の

オ
ラ
ン
ダ
語
文
を
⑴
～
⑺
の
七
断
章
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す

る
（
略
伝
）
お
よ
び
（
モ
レ
リ
ー
）
の
テ
キ
ス
ト
を
対
照
さ
せ
、
蘭
仏

両
語
に
は
逐
語
訳
を
付
す
。
た
だ
し
、
ル
イ
シ
ウ
ス
が
蘭
訳
に
際
し
て

省
略
し
た
（
モ
レ
リ
ー
）
の
フ
ラ
ン
ス
語
原
文
は
こ
こ
で
は
取
り
上
げ

な
い
。
ま
た
、
蘭
仏
両
語
の
綴
り
は
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
。

（1

）H
IPPO

CRA
T

ES, de prins der geneesheren genaam
t, 

w
ierd in de 80 O

lym
piade 460 iaar voor Christus op het 

eiland Cos geboren. H
y w

as een zoon van H
eraclides en 

Praxithea, en m
en w

il zyn geslagt van H
ercules en 

A
Esculapius afleiden. 

（
逐
語
訳
）

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は
医
師
の
君
主
と
呼
ば
れ
、
第
八
十
オ
リ
ン
ピ
ア
ー

ド
、
キ
リ
ス
ト
紀
元
前
四
百
六
十
年
に
コ
ス
島
に
生
ま
れ
た
。
彼
は
ヘ

ラ
ク
リ
デ
ス
と
プ
ラ
ク
シ
テ
ア
の
息
子
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
人
は
彼
の

家
系
を
ヘ
ラ
ク
レ
ス
と
エ
ス
ク
ラ
ピ
ウ
ス
に
由
来
す
る
も
の
と
す
る
。

（
略
伝
）

依
卜
加
拉
得
斯
は
我
が
往
古
の
医
宗
な
り
。
世
々
之
を
尊
び
て
、
不プ

霊リ
ン

斯ス

牒デ

児ル

業ゲ

涅ネ

乙イ

斯ス

協ヘ
ー

冷ル

と
曰
う
。
欧
羅
巴
洲
革
命
に
前さ

き

ん
ず
る
こ
と
四

百
六
十
年
、
哥コ

オ

ス
阿
斯
島
に
生
ま
る
。
父
は
歇ヘ

ラ

キ

リ

デ

ス

拉
吉
力
牒
斯
と
曰
い
、
母

は
不プ

ラ

キ

シ

テ

ア

拉
吉
悉
跕
穵
と
曰
う
。
相
伝
え
て
云
わ
く
、
太
古
の
歇ヘ

ラ

ク

レ

ス

爾
鳩
列
斯

及
び
僾エ

ス
キ
ュ
ラ
ピ
ウ
ス

斯
鳩
拉
必
烏
斯
の
苗
裔
な
り
。

（
モ
レ
リ
ー
）

H
IPPO

CRA
T

E, (H
ippocrates) Prince des M

edecins, nâquit 
dans l’isle de Coos, l’une des Cyclades, sous la prem

iere 
année de la LX

X
X

. O
lym

piade, &
 l’an 460. avant J.C. com

m
e 

l’assure Soranus, qui a écrit sa V
ie. Son pere H

eraclide étoit 
descendu d’E

sulape; &
 sa m

ere Praxithée tiroit son origine 
d’H

ercule.

（
逐
語
訳
）

イ
ポ
ク
ラ
ト
（
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
）、
医
師
の
君
主
は
、
そ
の
伝
記
を
書

い
た
ソ
ラ
ヌ
ス
が
確
言
す
る
よ
う
に
、
第
八
十
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
第
一

年
、
紀
元
前
四
百
六
十
年
に
、
キ
ク
ラ
デ
ス
諸
島
の
一
つ
、
コ
オ
ス
島

に
生
ま
れ
た
。
父
ヘ
ラ
ク
リ
デ
ス
は
エ
ス
キ
ュ
ラ
ピ
ウ
ス
の
後
裔
で
あ

り
、
母
プ
ラ
ク
シ
テ
ア
は
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
血
筋
を
引
い
て
い
た
。

《
考
察
》

O
lym

piade

（
オ
リ
ン
ピ
ア
紀
、
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
ス
歴
年
）
の
語
は
ハ

ル
マ
、
マ
ー
リ
ン
の
蘭
仏
辞
書
に
は
載
せ
な
い
が
、
当
時
舶
載
さ
れ
山

村
才
助
も
利
用
し
て
い
た
ボ
イ
ス
『
新
修
学
芸
百
科
辞
典
』
第
八
巻

（
一
七
七
七
）「O

LY
M

PIA
D

ES

」
項
目
に
は
詳
し
い
解
説
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
参
照
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
キ
リ
ス
ト
紀
元
の
訳
語
「
欧

邏
巴
洲
革
命
」
は
山
村
才
助
『
西
洋
雑
記
』
巻
之
二
「
西
洋
中
興
革
命

の
説
」
に
「
一
聖
主
世
に
降
誕
す
此
の
王
神
霊
聖
徳
あ
り
て
諸
国
に
教



86

を
施
し
文
運
大
に
開
け
制
度
全
く
備
は
る
を
以
て
遂
に
そ
の
聖
王
誕
生

の
次
年
を
以
て
中
興
革
命
の
元
年
と
称
」
す
、「
今
茲
辛
酉
に
至
り
て

凡
そ
中
興
革
命
の
第
一
千
八
百
零
一
年
な
り
」
と
の
説
明
に
基
づ
く
。

（
略
伝
）
の
「
世
々
之
を
尊
び
て
」
は
玄
沢
の
修
飾
で
あ
ろ
う
。

（2

）Gnosidicus, een van zyne voorvaderen, had reeds een 
boek van de breuken geschreven, volgens het gevoelen van 
Galenus.

」

（
逐
語
訳
）

彼
の
先
祖
の
一
人
グ
ノ
シ
デ
ィ
ク
ス
は
、
ガ
レ
ヌ
ス
の
見
解
に
よ
れ

ば
、
既
に
骨
折
の
一
書
を
著
し
て
い
た
。

（
略
伝
）

依
卜
加
拉
得
斯
の
遠
祖
に
鄂ゴ

シ
セ
キ
ュ
ス

悉
石
鳩
斯
な
る
者
有
り
。
既
に
し
て
医
籍

を
撰
述
せ
る
事
、
歹ガ

レ

ヌ

ス

列
奴
斯
の
撰
書
中
に
見
ゆ
。

（
モ
レ
リ
ー
）

G
nosidicus, son bisayeul, avoit com

posé un Livre des 
jointures des m

em
bres &

 de leurs fractures, com
m

e le dit 
Galien. O

n dit qu’H
ippocrate avoit été disciple d’H

erodicus 
&

 d’un M
edecin nom

m
é D

em
ocrate; qu’il vécut auprès de 

Perdiccas Roi de M
acedoine; &

 qu’il m
ourut à l’âge de cent 

&
 quatre ans.

（
逐
語
訳
）

曾
祖
父
グ
ノ
シ
デ
ィ
ク
ス
は
ガ
レ
ノ
ス
が
言
う
よ
う
に
、『
四
肢
の
関

節
と
骨
折
に
つ
い
て
』
と
い
う
一
書
を
著
し
て
い
た
。
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス

は
ヘ
ロ
デ
ィ
ク
ス
お
よ
び
デ
モ
ク
ラ
ト
ス
と
い
う
名
の
医
師
の
門
人

だ
っ
た
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
王
ペ
ル
デ
ィ
ッ
カ
ス
の
も
と
で
暮
ら
し
た
、
百

四
歳
で
没
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

《
考
察
》

een boek van de breuken

は
（
モ
レ
リ
ー
）
の
「『
四
肢
の
関
節

と
骨
折
に
つ
い
て
』
な
る
一
書
」
の
要
約
に
あ
た
る
が
、（
略
伝
）
で

「
医
籍
」
と
し
た
の
はbreuken

（
骨
折
）
の
意
味
が
分
か
ら
な
か
っ

た
た
め
か
。
ま
た
、gevoelen

（
意
見
、
見
解
）
も
理
解
で
き
な
か
っ

た
よ
う
だ
。
ル
イ
シ
ウ
ス
は
（
モ
レ
リ
ー
）
下
線
部
の
み
を
抄
訳
し
、

他
の
部
分
を
省
略
し
て
い
る
。

（3

）In ’t begin lei hy zich op het onderzoek der natuur, en 
naderhand begon hy de gesteltenis des m

enschlyken 
ligchaam

s inzonderheid naauw
keurig te onderzoeken. H

y 
w

as de eerste, die vaste regelen om
trent de geneeskunde 

opstelde.
（
逐
語
訳
）

彼
は
最
初
、
自
然
の
研
究
に
没
頭
し
、
の
ち
特
に
人
体
の
構
造
を
詳
細

に
研
究
し
始
め
た
。
彼
は
医
学
に
関
す
る
基
礎
的
な
諸
原
則
を
確
立
し

た
最
初
の
人
で
あ
っ
た
。
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（
略
伝
）

依
卜
加
拉
得
斯
は
初
め
専
ら
格
物
窮
理
を
研
究
す
。
後
、
殊
に
身
形
軀

内
外
造
有
の
物
理
を
窮
む
。
悉
皆
解
剖
し
て
以
て
実
に
就
き
、
必
ず
其

の
蘊
奥
を
竭
し
て
止
む
。
是
れ
が
為
に
医
流
の
基
本
、
解
剖
科
の
祖
た

り
。
遂
に
全
書
を
著
し
、
医
業
大
成
す
。

（
モ
レ
リ
ー
）

H
ippocrate s’adonna le prem

ier à la connoissance du corps 
hum

ain, &
 donna le prem

ier des preceptes de M
edecine.

（
逐
語
訳
）

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は
人
体
の
研
究
に
打
ち
込
ん
だ
最
初
の
人
で
あ
り
、
医

学
の
諸
規
則
を
最
初
に
教
え
た
人
で
あ
る
。

《
考
察
》

（
略
伝
）
の
訳
文
は
本
稿
第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ル
イ
シ
ウ
ス
の

原
文
に
は
な
い
多
く
の
修
飾
的
文
辞
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ヒ
ポ
ク
ラ

テ
ス
が
最
初
「
格
物
窮
理
」
す
な
わ
ち
自
然
研
究
（het onderzoek 

der natuur

）
に
没
頭
し
た
と
い
う
ル
イ
シ
ウ
ス
の
説
は
（
モ
レ
リ
ー
）

に
無
く
、
ル
イ
シ
ウ
ス
が
付
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

ル
イ
シ
ウ
ス
の
断
章
⑺
の
末
尾
に
は
、（
モ
レ
リ
ー
）
が
挙
げ
た

デ
ュ
パ
ン
『
世
俗
世
界
史
』（D

u Pin, H
istoire profane.

）
に
替
え

て
、
ダ
ニ
エ
ル
・
ル
・
ク
レ
ー
ル
『
医
学
史
』（D

aniel le Clerc, 
H

ist. de la M
edecine

）
を
参
照
さ
せ
て
い
る
。
後
者
（D

aniel Le 
Clerc, H

istoire de la m
édecine. Prem

ière partie. A
m

sterdam
, 

1723.

）
の
第
三
篇
（Livre troisièm

e

）
全
三
十
三
章
は
す
べ
て
ヒ

ポ
ク
ラ
テ
ス
に
当
て
ら
れ
て
い
る
が
、
ル
イ
シ
ウ
ス
の
説
に
符
合
す
る

記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
第
二
章
「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
哲
学
」
で

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
医
学
思
想
に
お
け
る
自
然
哲
学
と
医
学
、
推
論
と
経

験
の
密
接
な
関
係
を
論
じ
た
あ
と
で
、
第
三
章
「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
解
剖

学
」
に
移
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
ル
イ
シ
ウ
ス
の
記
述
に
影

響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
。

（4

）H
y voorspelde een pest, die uit Illyen zou kom

en, ’t 
w

elk hem
 zoo beroem

t m
aakte, dat de Grieken hem

 als een 
God eerden, gelyk hy ook van alle oude schryvers geprezen 
w

ord. 

（
逐
語
訳
）

彼
は
イ
リ
エ
ン
か
ら
ペ
ス
ト
が
来
る
と
予
言
し
た
。
そ
の
こ
と
が
彼
を

大
変
有
名
に
し
た
の
で
、
ギ
リ
シ
ア
人
た
ち
は
彼
を
神
の
よ
う
に
崇
敬

し
た
。
同
様
に
ま
た
、
彼
は
あ
ら
ゆ
る
古
代
作
家
た
ち
か
ら
称
揚
さ
れ

て
い
る
。

（
略
伝
）

当
時
疫
癘
大
に
其
の
郷
に
行
わ
る
。
是
れ
伊イ

児ル

列レ

乙イ

力リ

応イ
ン

の
地
に
起
こ

り
、
患
を
伝
う
る
者
多
し
。
依
卜
加
拉
得
斯
之
れ
を
療
し
、
救
済
至
て

衆お
お

し
。
是
に
於
て
か
、
当
時
盛
大
な
る
厄
勒
祭
亜
諸
国
の
人
亦
た
皆
尊

崇
す
、
而
し
て
之
れ
を
推
戴
す
る
こ
と
神
霊
の
如
し
と
云
う
。
其
の
事
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旧
記
諸
史
に
載
せ
、
永
く
世
に
美
挙
た
り
。

（
モ
レ
リ
ー
）

Il prédit une peste qui survint du côté de l’Illyrie, &
 envoïa 

de ses disciples par les villes de la Grece, pour soulager 
ceux qui en seroient attaquez. C’est pourquoi les Grecs lui 
defererent les m

êm
es honneurs qu’ils avoient fait à H

ercule.

（
逐
語
訳
）

彼
が
ペ
ス
ト
を
予
言
す
る
や
、
ペ
ス
ト
が
イ
ッ
リ
ュ
リ
ア
地
方
を
襲
っ

た
。
彼
は
す
ぐ
に
弟
子
た
ち
を
ギ
リ
シ
ア
の
諸
都
市
に
派
遣
し
、
ペ
ス

ト
に
襲
わ
れ
そ
う
な
人
々
を
安
心
さ
せ
た
。
ギ
リ
シ
ア
人
が
ヘ
ラ
ク
レ

ス
に
対
す
る
と
同
じ
敬
意
を
表
し
た
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

《
考
察
》

（
略
伝
）
は
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
盛
名
を
ペ
ス
ト
の
予
言
に
帰
す
る
オ
ラ

ン
ダ
語
の
原
文
か
ら
離
れ
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
患
者
治
療
、
救
済
の
美

挙
を
称
え
る
。
ル
イ
シ
ウ
ス
は
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
が
門
人
た
ち
を
ギ
リ
シ

ア
諸
都
市
に
派
遣
し
て
人
々
を
安
心
さ
せ
た
こ
と
を
（
モ
レ
リ
ー
）
か

ら
訳
出
し
て
い
な
い
。
ま
た
、（
モ
レ
リ
ー
）
で
は
異
教
徒
ギ
リ
シ
ア

人
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
に
対
す
る
敬
意
を
ヘ
ラ
ク
レ
ス
に
比
し
て
い
る

が
、
ル
イ
シ
ウ
ス
は
敬
意
の
念
を
信
仰
に
近
づ
け
、「als een God

」

（
神
の
よ
う
に
）
と
言
い
換
え
る
。
イ
ッ
リ
ュ
リ
ア
は
ギ
リ
シ
ア
北
西

の
ア
ド
リ
ア
海
に
面
し
た
地
方
を
さ
す
古
代
の
名
称
で
あ
る
。

（5

）Zyn sterfiaar is zeer onzeker, en w
ord van enigen in de 

106 O
lym

piade gestelt. H
et w

aarschynlykste is, dat hy in 
het eerste iaar van de 101 O

lym
piade, 376 iaar voor 

C
hristus geboorte in het 85 iaar zynes ouderdom

s 
gesturven is.

（
逐
語
訳
）

彼
の
没
年
は
実
に
不
確
か
で
あ
る
。
第
百
六
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
に
位
置

づ
け
る
も
の
も
い
る
。
彼
は
第
百
一
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
第
一
年
、
キ
リ

ス
ト
生
誕
前
三
百
七
十
六
年
に
八
十
五
歳
の
年
齢
で
死
去
し
た
と
い
う

の
が
、
も
っ
と
も
真
実
に
近
い
。

（
略
伝
）

其
の
没
年
、
不
審
な
る
者
多
し
と
雖
も
、
諸
実
録
に
拠
り
之
れ
を
攻
む

れ
ば
、
中
興
革
命
の
時
を
距
つ
る
こ
と
三
百
七
十
六
年
前
な
り
。
而
し

て
寿
を
保
つ
こ
と
八
十
有
五
な
り
。

《
考
察
》

こ
の
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
は
（
モ
レ
リ
ー
）
に
対
応
す
る
文
章
が
な
く
、

典
拠
不
明
で
あ
る
。

（6
）Zyne zonen w

aren D
raco en T

hessalus; zyn schoonzoon 
Polybius, en zyn leerling D

exippus hebben zyne w
etenschap 

voortgezet. H
y heeft vele w

erken geschreven, te lang om
 

hier te m
elden. 
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（
逐
語
訳
）

彼
の
息
子
は
ド
ラ
コ
と
テ
ッ
サ
ル
ス
で
あ
っ
た
。
彼
の
婿
ポ
リ
ビ
ウ
ス

と
弟
子
デ
ク
シ
ッ
プ
ス
が
彼
の
学
問
を
継
承
し
た
。
彼
は
多
く
の
書
物

を
著
し
た
が
、
余
り
に
長
く
な
る
の
で
こ
こ
で
は
言
及
し
な
い
。

（
略
伝
）

二
男
一
女
有
り
。
長
を
達だ

ら

こ
拉
哥
と
曰
う
。
次
を
跕テ

サ

ル

ス

沙
留
斯
と
曰
う
。
女

婿
を
卜ポ

レ

イ

ビ

ウ

ス

列
乙
必
烏
斯
と
曰
う
。
又
た
弟
子
に
垤デ

吉キ

悉シ

彪ピ
ュ

斯ス

な
る
者
有

り
。
皆
共
に
其
の
業
を
受
け
、
其
の
世
に
名
誉
あ
り
と
云
う
。
依
卜
医

王
の
生
涯
事
業
功
績
は
永
く
世
に
伝
わ
り
、
名
声
益
々
籍
甚
た
り
。

（
モ
レ
リ
ー
）

Il a laissé divers Ecrits, qui sont aujourd’hui adm
irez de 

tous les Sçavans. T
hessale &

 D
racon, ses fils; Polybe son 

gendre; &
 D

exippe son disciple, lui ont succedé dans la 
science de la M

edecine, &
 ont eu beaucoup de reputation.

（
逐
語
訳
）

彼
は
種
々
の
著
作
を
残
し
た
。
そ
れ
ら
は
今
も
あ
ら
ゆ
る
学
者
か
ら
称

賛
を
受
け
て
い
る
。
息
子
の
テ
ッ
サ
ル
ス
と
ド
ラ
コ
ン
、
婿
の
ポ
リ
ビ

ウ
ス
、
弟
子
の
デ
ク
シ
ッ
プ
ス
が
彼
の
医
学
を
継
承
し
、
大
い
に
名
声

を
博
し
た
。

《
考
察
》

（
略
伝
）
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
二
人
の
息
子
と
婿
に
つ
い
て
、「
其
の
世

に
名
誉
あ
り
と
云
う
」
の
付
け
足
し
は
偶
然
な
が
ら
、（
モ
レ
リ
ー
）

の
仏
文
と
符
合
す
る
。「
依
卜
医
王
の
生
涯
事
業
功
績
は
永
く
世
に
伝

わ
り
、
名
声
益
々
籍
甚
た
り
。」
は
原
文
「H

y heeft vele w
erken 

geschreven, te lang om
 hier te m

elden.

」（
彼
は
多
く
の
書
物
を

著
し
た
が
、
余
り
に
長
く
な
る
の
で
こ
こ
で
は
言
及
し
な
い
）
の
原
意

か
ら
離
れ
た
、
修
飾
で
あ
る
。
ル
イ
シ
ウ
ス
の
原
文
は
、（
モ
レ
リ
ー
）

の
よ
う
に
十
六
～
十
七
世
紀
に
出
版
さ
れ
た
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
著
作
を

長
々
と
紹
介
は
し
な
い
、
と
い
う
意
味
に
な
る

（7

）Plinius, l.7.c. 37 
 l.26.c.2. C

elsus. Seneca. G
alenus. 

Suidas. Castelianus. D
aniel le Clerc, H

ist. de la M
edecine.

（
逐
語
訳
）

プ
リ
ニ
ウ
ス
［
博
物
誌
］
第
七
巻
第
三
十
七
章
、
第
二
十
六
巻
第
二

章
。
ケ
ル
ス
ス
。
セ
ネ
カ
。
ガ
レ
ヌ
ス
。
ス
イ
ダ
ス
。
カ
ス
テ
リ
ア
ヌ

ス
。
ダ
ニ
エ
ル
・
ル
・
ク
レ
ー
ル
『
医
学
史
』。

（
略
伝
）

詳
し
く
は
、
不フ

リ

ニ

ウ

ス

力
泥
烏
斯
、
泄セ

ル
シ
ュ
ス

爾
修
斯
、
泄セ

ネ

カ
涅
蛤
、
歹ガ

レ

ヌ

ス

列
奴
斯
、

修シ
ュ
イ
タ
ス

乙
達
斯
、
蛤カ

ス

テ

リ

ア

ヌ

ス

斯
跕
力
穵
奴
斯
、
達タ

ニ
イ
ル
ハ
ン
コ
レ
ル
コ

尼
乙
児
般
刼
列
爾
古
、
等
諸
名
哲

の
著
撰
諸
書
中
に
見
ゆ
。

（
モ
レ
リ
ー
）

Pline, l.7.c.37. l.26.c.2. Celse. Seneque. Galien. Suidas. M
. D

u 
Pin, H

istoire Profane, T
om

e II.

（
逐
語
訳
）
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プ
リ
ニ
ウ
ス
［
博
物
誌
］
第
七
巻
第
三
十
七
章
、
第
二
十
六
巻
第
二

章
。
ケ
ル
ス
ス
。
セ
ネ
カ
。
ガ
レ
ヌ
ス
。
ス
イ
ダ
ス
。
カ
ス
テ
リ
ア
ヌ

ス
。
デ
ュ
パ
ン
『
世
俗
世
界
史
』
第
二
巻
。

《
考
察
》

ダ
ニ
エ
ル
・
ル
・
ク
レ
ー
ル
『
医
学
史
』
の
著
者
は
ス
イ
ス
人
医
師

D
aniel Le Clerc 

（1652-1728

）。（
略
伝
）
がD

aniel le Clerc

を

「
達タ

ニ

イ

ル

ハ

ン

コ

レ

ル

コ

尼
乙
児
般
刼
列
爾
古
」
す
な
わ
ちD

aniel van Clerc

と
オ
ラ
ン

ダ
人
名
と
解
釈
し
た
事
情
は
不
明
で
あ
る
。
文
化
年
間
に
蘭
学
者
が
知

る
こ
と
が
で
き
た
プ
リ
ニ
ウ
ス
『
博
物
誌
』
は
キ
リ
ス
ト
教
化
さ
れ
た

小
型
本
の
読
み
物
『
五
巻
本
博
物
誌
』（C. Plini Secundi, D

es 
w

ijdt-verm
aerden N

atuurkondigers vijf B
oecken. 

A
m

sterdam
, D

irck D
ircksz.,1662.

）
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
プ
リ

ニ
ウ
ス
に
は
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
伝
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

デ
ュ
・
パ
ン
『
世
俗
世
界
史
』（Louis Ellies D

u Pin, L’histoire 
profane depuis son com

m
encem

ent jusqu’à présent. A
nvers, 

Jean François Lucas, 1717. 2 tom
es.

）
は
聖
書
に
基
づ
く
世
界
創

造
か
ら
ノ
ア
の
洪
水
ま
で
の
神
聖
世
界
史
に
対
し
、
ノ
ア
の
洪
水
以
降

の
神
話
伝
説
時
代
か
ら
ロ
ー
マ
帝
国
初
代
皇
帝
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
ま
で

を
記
述
す
る
教
科
書
的
読
み
物
。
そ
の
第
二
巻
第
五
章
「
名
医
伝
」
の

な
か
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
記
事
は
一
頁
に
も
満
た
な
い
伝
記
で
あ
り
、
内

容
的
に
（
モ
レ
リ
ー
）
の
項
目
よ
り
情
報
量
が
少
な
い
。
ル
イ
シ
ウ
ス

が
学
術
的
な
古
代
医
学
史
の
嚆
矢
と
さ
れ
る
ル
・
ク
レ
ー
ル
『
医
学

史
』
に
取
り
替
え
た
理
由
が
分
か
る
。

『
職
方
外
紀
』
の
「
依
卜
加
得
」

山
村
才
助
訳
・
大
槻
玄
沢
訂
「
依
卜
加
拉
得
斯
略
伝
」（
文
化
四
年

春
成
る
）
の
細
字
双
行
注
に
、「
依イ

ポ

カ

テ

卜
加
得
」
に
よ
る
「
哥コ

オ阿
島
」
の

ペ
ス
ト
退
治
の
記
事
が
艾
儒
略
『
職
方
外
紀
』（
一
六
二
三
）
か
ら
引

用
さ
れ
て
い
る
。『
職
方
外
紀
』
は
安
永
天
明
期
か
ら
阿
蘭
陀
通
詞
や

蘭
学
者
の
間
で
、
海
外
地
理
情
報
の
典
拠
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。

引
用
さ
れ
た
「
哥
阿
島
」
記
事
は
『
職
方
外
紀
亜
細
亜
巻
之
一
』
末

尾
の
「
地
中
海
諸
島
」
冒
頭
の
記
事
で
あ
る
。
本
木
良
永
が
お
そ
ら
く

安
永
年
間
に
『
職
方
外
紀
』
を
漢
籍
や
蘭
書
も
参
照
し
な
が
ら
和
訳
増

補
し
た
と
思
わ
れ
る
「
万
国
図
説
」（
内
題
「
万
国
地
里
図
説
」、
写
本

一
冊
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
、
本
木
家
資
料
）
は
こ
の
記
事
を
次
の

よ
う
に
翻
訳
し
て
い
る
（
句
読
点
、
濁
点
を
私
に
付
け
た
）。

亜
細
亜
部
ノ
地
中
海
ノ
諸
嶋
百
十
ア
リ
。
勝あ

げ

テ
数か

ぞ
うベ

カ
ラ
ス
。
且
ツ

一
統
志
諸
書
ニ
載
ス
ル
所
ノ
付
近
ノ
諸
島
ハ
今
ノ
セ
ズ
。
一
島
ア

リ
。
哥
阿
ト
名
ヅ
ク
。
此
嶋
中
ニ
名
医
ア
リ
。
嘗
テ
国
人
疫
ヲ
患
ヘ

テ
コ
ト
〴
〵
ク
病
。
医
ハ
薬
石
ヲ
用
井
ズ
。
城
内
ヲ
シ
テ
遍
ク
火
ヲ

挙
ゲ
シ
ム
ル
コ
ト
凡
一
昼
一
夜
。
火
滅
シ
テ
病
自
然
ニ
癒
ユ
。
蓋
シ

疫
気
、
火
ノ
猛
烈
ニ
ヨ
ツ
テ
一
時
ニ
盪
除
シ
了
ル
ト
云（

（1
（

。
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名
医
「
依
卜
加
得
」
の
名
前
を
省
略
し
た
の
は
名
医
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス

の
認
識
が
ま
だ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
本
木
良
永
は
の
ち
に
、

ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
『
史
的
年
代
記
』
の
口
絵
に
よ
っ
て
そ
の
認
識
を
得

た
よ
う
だ
。

「
依
卜
加
拉
得
斯
略
伝
」
の
訳
者
で
あ
る
山
村
才
助
が
『
職
方
外
紀
』

の
西
洋
地
名
に
洋
語
を
あ
て
た
「
外
紀
西
語
考
」（
大
槻
文
庫
本
、
寛

政
六
年
成
る
）
に
は
「
哥
阿
島
」
の
記
載
が
な
い
。
の
ち
に
『
職
方
外

紀
』『
坤
輿
全
図
』
両
方
の
地
名
に
洋
語
を
あ
て
た
「
西
語
名
字
考
」

（
京
都
学
・
歴
彩
館
所
蔵
、
天
保
三
年
孟
秋
上
旬
長
谷
川
延
年
写
）
で

は
、「
地
中
海
諸
島
／Eylanden van M

iddellandsche Zee

／
哥

阿
島
／Coo,

／
「
カ
ス
パ
リ
ユ
ス
」
ノ
書
ニ
見
ユ
」
と
あ
る
が
、「
依

卜
加
得
」
の
記
載
は
な
い
。「『
カ
ス
パ
リ
ユ
ス
」
ノ
書
』
は
未
詳
で
あ

る（
（1
（

。
山
村
才
助
が
「
哥
阿
島
」
を
認
識
し
た
の
は
「
依
卜
加
拉
得
斯
略

伝
」
の
注
釈
作
業
を
通
し
て
で
あ
ろ
う
。

ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
『
史
的
年
代
記
』
口
絵
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
ヒ
ポ
ク

ラ
テ
ス
像
の
銅
版
画
で
、
宇
田
川
榕
菴
に
よ
る
一
八
三
九
年
の
欧
文
署

名
を
刻
し
た
も
の
は
成
立
事
情
が
よ
く
分
か
ら
な
い（

（2
（

。
し
か
し
、
榕
菴

自
筆
『
職
方
外
紀
』
写
本
（
横
浜
市
立
大
学
鮎
沢
文
庫
所
蔵
）
の
「
哥

阿
島
」
記
事
に
は
、「
哥コ

ー
ス阿

島
」
お
よ
び
「
依ヒ

ツ
ポ
カ
デ

卜
加
得
」
の
振
り
仮
名

が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
蘭
学
者
に
よ
る
「
依
卜
加
得
」
の
確
か
な
読
み

方
を
伝
え
る
意
味
で
貴
重
で
あ
る
。

4
「
依
卜
加
得
文
章
一
」
に
転
写
さ
れ
た
賛
の
典
拠　

そ
の
（
2
）

「
依
卜
加
得
文
章
一
」
の
漢
文
賛
の
も
う
一
つ
の
典
拠
で
あ
る
、
大

槻
玄
沢
訳
「
兮エ

ポ

カ

ラ

テ

ス

撥
哈
拉
跕
斯
伝
」（
寛
政
十
一
年
・
一
七
九
九
成
）
を

考
察
し
よ
う
。
こ
の
伝
記
は
『
磐
水
存
響
』
坤
巻
（
大
正
元
年
、
大
槻

茂
雄
刊
）
收
載
「
磐
水
漫
草
」
第
三
三
に
み
え
る
。
ま
ず
、
両
者
の
翻

刻
①
②
を
な
ら
べ
て
掲
げ
、
文
中
に
傍
線
を
加
え
た
箇
所
を
比
較
す
る

と
、
ほ
と
ん
ど
同
文
と
い
っ
て
も
よ
い
。
翻
刻
②
の
振
り
仮
名
は
原
本

の
ま
ま
で
あ
る
。
訓
み
下
し
文
で
は
振
り
仮
名
を
私
に
加
え
た
。

①
「
依
卜
加
得
文
章
一
」
の
漢
文
賛
（
一
八
三
八
）

依
卜
加
得
先
生
者
、
厄ゲ

レ

シ

ヤ

勒
斉
亜
人
也
、
父
曰
黒メ

リ
ュ
キ

拉
吉
、
母
曰

布プ
リ
ュ
ク

拉
吉
、
相
伝
大
古
之
猛
将
、
黒メ

ル
キ
ュ

児
鳩
之
裔
也
、
曾
祖
有
鄂
止シ

石
者
、

既
撰
述
医
籍
、
事
見
于
瓦ガ

レ

ヌ

ス

列
奴
斯
撰
書
、
先
生
初
専
攻
格
物
窮
理
之

学
、
後
殊
究
人
身
形
軀
内
外
造
有
之
理
、
悉
皆
即
物
解
剖
、
明
徴
着

実
、
必
竭
其
蘊
奥
而
止
矣
、
遂
其
業
大
成
述
作
典
籍
以
賜
于
天
下
万

世
、
実
為
医
家
者
之
祖
宗
、
解
剖
科
之
基
礎
矣
、
其
書
言
曰
、
凡
為
医

者
宜
就
諸
病
、
潜
心
覃
思
以
窮
其
理
也
、
夫
人
身
之
元
神
意
識
、
能
主

宰
一
身
、
使
自
運
動
営
為
無
不
如
意
也
、
是
謂
自
然
之
妙
道
矣
、
医
能

明
弁
此
理
、
随
其
自
然
、
以
施
其
治
、
則
無
有
艱
阻
也
、
蓋
人
身
之
性

雖
不
能
無
疾
疢
、
然
又
有
活
動
機
転
、
而
晋
々
欲
自
癒
、
謂
曰
之
人
身
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中
之
一
大
良
医
、
医
之
従
之
而
施
治
、
猶
臣
僕
之
供
使
令
、
其
務
不
出

順
自
然
之
性
、
以
処
導
達
閼
滞
之
良
方
而
已
、
故
能
預
識
人
身
固
有
之

理
、
而
令
之
順
行
直
達
、
則
医
之
能
事
畢
矣
、
至
哉
言
乎
、
後
之
学
者

誰
不
遵
奉
此
語
也
、
当
時
疫
癘
大
行
、
無
処
不
染
者
、
先
生
大
施
治

療
、
救
済
至
衆
、
於
是
西
方
諸
国
、
尊
崇
如
神
、
至
今
称
曰
医
王
云
、

先
生
生
于
欧
羅
巴
革
命
前
四
百
六
十
年
、
没
于
三
百
七
十
五
年
、
寿
八

十
有
五
、
有
二
男
一
女
、
長
曰
達
拉
哥
、
次
曰
跕
沙
留
、
女
婿
曰
卜
列

乙
、
又
有
弟
子
曰
垤
吉
彪
、
皆
共
受
其
業
、
馳
名
于
時
、
医
王
生
涯
道

徳
功
業
至
多
、
後
世
伝
之
皆
以
為
規
則
、
今
録
其
梗
概
云
、

②
「
兮
撥
哈
拉
跕
斯
伝
」（
一
七
九
九
）
翻
刻

兮
撥
哈
拉
跕
斯
伝　

寛
政
己
未
八
月

【
兮エ

ポ

カ

ラ

テ

ス

カ

ウ

ス

撥
哈
拉
跕
斯
可
烏
斯
者
。
厄
勒
斉
亜
人
。
在
革
命
大
祖
前
四
百
三

十
二
年
。
一
百
四
歳
。
或
曰
一
百
九
歳
。
始
立
解
剖
科
。
以
此
為
医
道

之
基
本
。
其
道
大
行
於
世
。
後
之
学
者
。
莫
不
以
取
法
焉
。
奉
古
訓
。

遵
旧
教
。
伝
習
研
究
。
歴
年
之
久
。
而
医
理
益
明
。
以
至
於
大
成
者
。

師
実
為
之
基
也
。
蓋
吾
欧
邏
巴
洲
。
医
道
中
興
之
祖
也
矣
。
可
不
推
戴

乎
。
和
蘭
医
狄
古
登
云
。】
協
速
跕
廬
内
科
書
第
五
章
。
載
兮
撥
［
哈
］

拉
跕
斯
語
。
曰
凡
為
医
者
。
宜
就
諸
病
。
潜
意
覃
思
。
以
窮
其
理
也

矣
。
夫
人
之
性
。
有
自
然
之
妙
道
。
蓋
其
元
神
意
識
。
主
宰
一
身
。
而

能
自
運
動
営
為
。
無
不
如
意
也
。
医
能
明
弁
此
理
。
随
其
自
然
。
以
施

治
。
亦
何
危
疑
之
有
。
何
則
人
身
之
性
。
雖
有
疾
病
。
有
活
動
機
転
。

而
能
自
癒
。
謂
之
人
身
自
然
之
一
大
良
医
。
医
之
従
其
事
。
猶
臣
僕
之

供
使
令
。
其
務
在
順
其
自
然
之
性
。
以
処
通
達
其
執
滞
之
良
方
而
已
。

故
能
預
識
人
身
固
有
之
理
。
而
沈
潜
苦
思
。
仗
其
自
然
之
性
。
順
行
直

達
者
。
此
医
之
能
事
也
。

茂
質
曰
。
今
茲
寛
政
己
未
歳
。
則
欧
邏
巴
洲
革
命
大
祖
紀
年
以
来

一
千
七
百
九
十
九
年
。
而
師
先
之
四
百
三
十
二
年
。
其
捐
館
之

年
。
正
与
吾
人
皇
第
五
世
孝
昭
天
皇
四
十
四
年
。
周
考
王
九
年
。

相
当
。
距
今
。
二
千
二
百
三
十
一
年
也
。
余
家
世
修
農
黄
氏
之

道
。
而
蔵
二
聖
図
。
至
今
。
始
従
事
於
遠
西
之
医
学
。
勵
精
研
究

経
年
。
其
意
蓋
欲
採
彼
長
。
以
補
此
短
也
。
書
中
引
師
之
語
。
以

為
口
実
者
。
甚
多
矣
。
実
欧
邏
巴
洲
医
道
中
興
之
祖
也
。
頃
得
可

鹿
涅
乙
吉
得

［
削
除
］所

描
師
肖
像
。
神
彩
如
生
。
使
人
悚
然
起
敬
于
二
千

載
之
下
。
九
万
里
之
表
矣
。
欽
嚮
之
余
。
請
大
浪
子
。
摸
写
。
訳

其
要
語
。
及
所
出
履
歴
。
以
為
小
伝
。
題
諸
其
上
。
以
配
二
聖

云（
（2
（

。

（
訓
み
下
し
）

【
兮エ

ポ

カ

ラ

テ

ス

カ

ウ

ス

撥
哈
拉
跕
斯
可
烏
斯
は
厄
勒
斉
亜
人
な
り
。
革
命
大
祖
前
四
百
三

十
二
年
に
在
り
て
一
百
四
歳
な
り
。
或
い
は
一
百
九
歳
と
曰
う
。
始
め

て
解
剖
科
を
立
て
、
此
を
以
て
医
道
の
基
本
を
為
す
。
其
の
道
大
い
に

世
に
行
な
わ
る
。
後
の
学
者
、
以
て
法
に
取
ら
ざ
る
莫
し
。
古
訓
を
奉

じ
旧
教
に
遵
い
、
伝
習
研
究
し
て
年
を
歴
る
こ
と
之
れ
久
し
。
而
し
て
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医
理
益
々
明
か
な
り
。
以
て
大
成
に
至
る
は
、
実
を
師
と
し
、
之
れ
を

基
と
為
せ
ば
な
り
。
蓋
し
吾
が
欧
邏
巴
洲
、
医
道
中
興
の
祖
な
り
。
推

戴
せ
ざ
る
べ
け
ん
や
。
和
蘭
医
狄デ

コ

ト
古
登
云
え
り
。】
協ヘ

ー
ス
テ
ル

速
跕
廬
内
科
書

の
第
五
章
に
兮
撥
哈
拉
跕
斯
の
語
を
載
す
。
曰
わ
く
、
凡
そ
医
為
る
者

は
、
宜
し
く
諸
病
に
就
き
、
潜
意
覃
思
し
て
、
以
て
其
の
理
を
窮
む
る

な
り
。
夫
れ
人
の
性
に
自
然
の
妙
道
有
り
。
蓋
し
其
の
元
神
意
識
は
一

身
を
主
宰
す
。
而
し
て
能
く
自
ら
運
動
営
為
し
て
、
意
の
如
く
な
ら
ざ

る
無
し
。
医
は
能
く
此
の
理
を
明
弁
し
、
其
の
自
然
に
随
い
、
以
て
治

を
施
さ
ば
、
亦
た
何
の
危
疑
や
之
れ
有
ら
ん
。
何
と
な
れ
ば
則
ち
、
人

身
の
性
は
疾
病
有
り
と
雖
も
、
活
動
機
転
有
り
。
而
し
て
能
く
自
か
ら

癒
す
。
之
れ
を
謂
う
に
、
人
身
は
自
然
の
一
大
良
医
な
り
。
医
の
其
の

事
に
従
う
は
、
猶
お
臣
僕
の
使
令
に
供
す
る
が
ご
と
し
。
其
の
務
め
は

其
の
自
然
の
性
に
順
う
に
在
り
。
処
を
以
て
其
の
執
滞
に
通
達
す
る
の

良
方
あ
る
の
み
。
故
に
能
く
預
め
人
身
固
有
の
理
を
識
り
、
而
し
て
沈

潜
苦
思
し
、
其
の
自
然
の
性
に
仗よ

り
、
順
行
直
達
す
る
は
。
此
れ
医
の

能
事
な
り
。

茂し
げ
か
た質

曰
く
、
今こ

と
し茲

寛
政
己
未
歳
、
則
ち
欧
邏
巴
洲
革
命
大
祖
紀
年

以
来
一
千
七
百
九
十
九
年
な
り
。
而
し
て
師
之
れ
に
先
ず
る
こ
と

四
百
三
十
二
年
。
其
の
捐え

ん
か
ん館

の
年
な
り
。
正
に
吾
が
人
皇
第
五
世

孝
昭
天
皇
四
十
四
年
、
周
の
考
王
九
年
と
相
い
当
た
る
。
今
を
距

つ
る
こ
と
、
二
千
二
百
三
十
一
年
な
り
。
余
家
、
世
々
農
黄
氏
の

道
を
修
む
。
而
し
て
二
聖
の
図
を
蔵
す
。
今
に
至
り
て
、
始
め
て

遠
西
の
医
学
に
従
事
す
。
勵
精
研
究
し
て
年
を
経
た
り
。
其
の
意

は
蓋
し
、
彼
の
長
を
採
り
、
以
て
此
の
短
を
補
せ
ん
と
欲
す
る
な

り
。
書
中
引
師
の
語
は
、
以
て
口
実
と
為
す
者
、
甚
だ
多
し
。
実

に
欧
邏
巴
洲
医
道
中
興
の
祖
な
り
。
頃さ

き
ごろ

可コ

ロ

ネ

イ

キ

鹿
涅
乙
吉
、
師
を
描

く
所
の
肖
像
を
得
た
り
。
神
彩
生
け
る
が
如
し
。
人
を
し
て
悚し

ょ
う

然ぜ
ん

、
二
千
載
の
下
、
九
万
里
の
表
に
起
敬
せ
し
む
。
欽き

ん

嚮き
ょ
うの

余

り
、
大
浪
子
に
請
う
て
摸
写
せ
し
め
、
其
の
要
語
及
び
所
出
履
歴

を
訳
し
、
以
て
小
伝
と
為
し
、
諸こ

れ

を
其
の
上
に
題
し
、
以
て
二
聖

に
配
す
と
云
う
。

玄
沢
の
漢
蘭
折
衷
論

上
掲
②
の
傍
線
部
を
そ
の
オ
ラ
ン
ダ
語
原
典
と
比
較
検
討
す
る
前

に
、
②
の
【
】
を
付
し
た
部
分
に
注
目
す
る
と
、
末
尾
に
ク
ル
ム
ス

『
解
剖
学
図
表
』
の
蘭
訳
者
フ
ァ
ン
・
デ
ィ
ク
テ
ン
を
引
い
て
「
和
蘭

医
狄デ

コ

ト
古
登
云
え
り
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
部
分
は
ク
ル
ム
ス
脚
注

の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
略
伝
が
典
拠
で
あ
る
。
本
稿
第
二
章
で
検
討
し
た
寛

政
八
年
（
一
七
九
六
）
の
脚
注
訳
と
同
様
、
訳
文
の
大
半
は
原
文
か
ら

離
れ
た
玄
沢
の
修
飾
か
ら
な
る
。
特
に
「
後
の
学
者
」
が
「
古
訓
を
奉

じ
旧
教
に
遵
い
、
伝
習
研
究
し
て
年
を
歴
る
こ
と
之
れ
久
し
。
而
し
て

医
理
益
々
明
か
な
り
。
以
て
大
成
に
至
る
は
、
実
を
師
と
し
、
之
れ
を

基
と
為
せ
ば
な
り
」
と
い
う
文
章
は
原
文
か
ら
甚
だ
し
く
逸
脱
し
、
傷

寒
論
を
重
ん
じ
た
日
本
の
古
方
家
の
理
想
像
を
重
ね
た
記
述
で
あ
る
。
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ま
た
、
②
の
後
半
に
玄
沢
が
付
し
た
由
来
書
に
注
目
す
る
と
、
玄
沢

が
ク
ル
ム
ス
脚
注
に
よ
っ
て
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
「
捐え

ん
か
ん館

の
年
」（
没
年
）

と
考
え
た
紀
元
前
四
三
二
年
の
和
漢
暦
へ
の
比
定
は
寛
政
八
年
の
ク
ル

ム
ス
脚
注
訳
か
ら
の
再
録
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
由
来
書
で
重
要
な

の
は
、
玄
沢
が
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
を
医
聖
と
し
て
崇
敬
し
、
そ
の
肖
像
を

祭
る
目
的
を
明
確
に
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
採
長

補
短
の
考
え
に
基
づ
い
て
西
洋
医
学
を
家
学
に
採
用
し
、
漢
蘭
折
衷
の

姿
勢
を
自
他
内
外
に
明
示
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
玄
沢
は

「
可コ

ロ

ネ

イ

キ

鹿
涅
乙
吉
」
す
な
わ
ち
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
『
史
的
年
代
記
』（J. 

Gottfried, H
istorische Chronyck.

）
の
口
絵
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像

を
も
と
に
、
石
川
大
浪
に
医
聖
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像
を
描
か
せ
、
先
祖
伝

来
の
神
農
黄
帝
の
二
聖
像
と
並
べ
て
祭
っ
た
と
い
う
。

甫
賢
が
み
ず
か
ら
描
い
た
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像
の
賛
に
一
貫
し
て
玄
沢

の
賛
を
取
り
込
ん
だ
こ
と
は
、
甫
賢
が
玄
沢
の
強
い
影
響
を
受
け
、
そ

の
漢
蘭
折
衷
論
を
共
有
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
『
史
的
年
代
記
』
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
記
事

玄
沢
が
そ
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像
を
得
た
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
『
史
的
年

代
記
』
第
一
巻
は
門
人
の
山
村
才
助
が
『
西
洋
雑
記
』（
享
和
三
年
・

一
八
〇
三
頃
成
る
）
を
著
す
た
め
に
使
用
し
た
吉
雄
幸
左
衛
門
旧
蔵
の

第
二
版
（
一
六
九
八
年
刊
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）
に
違
い
な

い
。
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
『
史
的
年
代
記
』
第
一
巻
の
口
絵
は
銅
版
図
十

葉
か
ら
な
り
、
各
葉
表
に
二
四
～
二
五
人
の
肖
像
図
を
載
せ
る
。
初
版

は
見
開
き
対
照
頁
に
、
第
二
版
は
裏
面
に
肖
像
図
の
解
説
文
（
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
）
を
列
挙
し
て
い
る
。
第
二
葉
第
四
図
に
あ
た
る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ

ス
像
の
解
説
文
お
よ
び
本
文
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
記
事
を
玄
沢
や
石
川
大

浪
が
認
識
あ
る
い
は
利
用
し
た
か
、
確
証
が
得
ら
れ
な
い
。
初
版
と
第

二
版
の
間
に
は
以
下
の
よ
う
に
微
妙
な
異
同
が
あ
る
。

初
版
（
一
六
六
〇
）

口
絵
第
Ⅱ
図
解
説
文
「4. H

ippocrates, de treffelijcke A
rts, en 

der selver aller Leerm
eester

」

（
4
．
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
。
名
医
に
し
て
全
て
の
医
師
の
教
師
。）

本

文

記

事
（p. 137

）「als A
rtaxerxes regeerden, den 

alderberoem
sten Genees-m

eester, die tot dien tijdt 
op aerden bekent ghew

eeste w
as, H

ippocrates Cous, 
w

elckers Schriften noch hedensdaeghs van de 
A

rtsen in groote w
eerde gehouden w

orden.

（
ア
ル
タ
ク
セ
ル
ク
セ
ス
治
世
下
に
は
そ
れ
ま
で
地
上
で
知
ら

れ
て
い
た
う
ち
で
最
も
有
名
な
医
師
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
・
コ
ウ
ス

が
い
た
。
彼
の
著
作
は
今
日
で
も
な
お
医
師
た
ち
か
ら
大
い
に

評
価
さ
れ
て
い
る
。）

第
二
版
（
一
六
九
八
）

口
絵
第
Ⅱ
図
解
説
文
「4. H

ippocrates, een voortreflijck 
G

e
n

e
e

s-g
e

le
e

rd
e

, e
n
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Geneesm
eesters.

」

（
4
．
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
。
卓
越
し
た
医
学
者
に
し
て
、
全
て
の

医
師
の
師
傅
。）

本

文

記

事
（col. 231-232

）「als A
rtaxerxes regeerde, 

dʼalderberoem
dste A

rts, die oyt op den A
erdbodem

 
gew

eeste w
as, H

ippocrates C
ous: w

iens Schriften 
noch op den hedigen dagh van de Geneesm

eesters in 
een hooge w

aerde w
erden gehouden.

」

（
ア
ル
タ
ク
セ
ル
ク
セ
ス
治
世
下
に
は
か
つ
て
地
上
に
い
た
う

ち
で
最
も
有
名
な
医
師
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
・
コ
ウ
ス
が
い
た
。
彼

の
著
作
は
今
日
で
も
な
お
医
師
た
ち
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
。）

松
浦
史
料
博
物
館
所
蔵
の
初
版
（
一
六
六
〇
）
の
口
絵
で
は
、
ピ
タ

ゴ
ラ
ス
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
解
説
文
に
赤
通
し

（
不
審
紙
）
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
阿
蘭
陀
通
詞
本
木
良
永
の
痕
跡
と

推
定
さ
れ
る
。

ハ
イ
ス
テ
ル
『
内
科
書
』
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
記
事

②
「
兮
撥
哈
拉
跕
斯
伝
」
下
線
部
の
典
拠
は
、
文
中
に
「
協ヘ

ー
ス
テ
ル

速
跕
廬

内
科
書
の
第
五
章
に
兮エ

ポ

カ

ラ

テ

ス

撥
哈
拉
跕
斯
の
語
を
載
す
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
緒
方
富
雄
（
一
九
七
一
）
が
阿
知
波
五
郞
の
協
力
を
得
て
、
ハ
イ

ス
テ
ル
『
内
科
書
』
す
な
わ
ち
『
実
用
医
学
綱
要
』（Laur. H

eister, 
Practicaal geneeskundige handboek. A

m
sterdam

, 1761

［
マ

マ
］.）
に
引
用
さ
れ
た
「
ゲ
オ
ル
グ
・
エ
ル
ン
ス
ト
・
ス
タ
ー
ル
」

（Georg Ernst Stahl, 1660-1734

）
の
説
で
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め

た
（
同
書
一
一
三
～
一
一
五
頁
）。
本
節
で
は
、
こ
の
指
摘
に
し
た

が
っ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
と
玄
沢
の
訳
文
と
を
比
較
検
討
す
る
。

問
題
の
「
協ヘ

ー
ス
テ
ル

速
跕
廬
内
科
書
第
五
章
」
と
は
、
ハ
イ
ス
テ
ル
『
内
科

書
』（
一
七
六
二
）
す
な
わ
ち
、

Practicaal Geneeskundig H
and-Boek, O

f K
ortbondige, echter 

volkom
ene O

nderrechting, O
m

 de inw
endige Ziektens ’t 

best te geneezen. D
oor D

. Laurentius H
eister, W

ylen 
uitm

untende H
oogleeraar in de Genees- H

eel- en K
ruid-

K
unde, op de H

ertoglyke Brunsw
yksche U

niversiteit te 
H

elm
städt. (...) U

it de laatste H
oogduitsche D

rukken 
vertaald. T

e A
m

sterdam
, By Jan M

orterre. (...) M
D

CCLX
II.

（
（2
（

（
実
用
内
科
提
要　

内
科
の
疾
病
を
最
も
よ
く
治
療
す
る
た
め
の
簡
約

に
し
て
し
か
も
完
全
な
る
教
程　

高
名
な
る
故
ブ
ラ
ン
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ク

公
国
ヘ
ル
ム
シ
ュ
テ
ッ
ト
大
学
内
科
・
外
科
・
薬
学
教
授
ラ
ウ
レ
ン

テ
ィ
ウ
ス
・
ハ
イ
ス
テ
ル
博
士
著　

ド
イ
ツ
語
最
新
版
よ
り
翻
訳　

ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ヤ
ン
・
モ
ル
テ
ー
ル
書
店
、
一
七
六
二
年
刊
）



96

の
序
論
「
機
械
論
的
内
科
学
説
の
優
越
性
に
つ
い
て
」、
す
な
わ
ち
、

V
erhandeling aangaande de V

oortreffelykheit en 
uitstekendheit der w

erktuigkundige, of m
echanische, 

G
eneeskunde, boven andere leerw

yzen derzelve.

（
機
械
論
的

内
科
学
の
他
学
説
に
対
す
る
優
秀
性
お
よ
び
卓
越
性
に
関
す
る
論
）
の

第
五
章
で
あ
る
。
第
一
章
～
第
五
章
の
章
題
は
次
の
通
り
。

第
一
章
「
医
学
に
お
け
る
種
々
の
学
派
と
学
説
に
つ
い
て
」（V

an 
de V

erscheidene Secten en L
eergevoelens in de 

G
eneeskunde.

）

第
二
章
「
機
械
論
的
医
学
と
は
何
か
」（W
at de M

echanische of 
W

erktuigkundige G
eneeskunde is.

）

第
三
章
「
シ
ュ
タ
ー
ル
派
と
は
何
か
」（D

e Stahliaanen, w
elke 

die zyn.

）

第
四
章
「
そ
の
基
本
命
題
は
那
辺
に
あ
り
や
」（W

aar in 
derzelver G

rondstellingen bestaan.

）

第
五
章
「
シ
ュ
タ
ー
ル
博
士
の
他
の
命
題
」（N

og andere 
Stellingen van D

. Stahl.

）

ハ
イ
ス
テ
ル
は
第
一
章
で
、
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
「
経
験
派
」（de 

E
m

pirische

）
と
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
が
確
立
し
た
「
合
理
派
」（de 

D
ogm

atische

）
の
対
立
か
ら
説
き
起
こ
し
、
ド
イ
ツ
医
学
界
を
二
分

す
る
機
械
論
派
（de M

echanische

）
と
シ
ュ
タ
ー
ル
派
（de 

Stahliaansche

）
の
対
立
の
な
か
で
、
自
分
は
機
械
論
派
に
属
し
、

「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
派
す
な
わ
ち
合
理
派
」（de H

ippocratische of 
redenen gestaafde

）
も
機
械
論
派
に
含
め
る
と
宣
言
す
る
。
第
二

章
で
、
神
の
被
造
物
で
あ
る
人
体
を
多
数
の
小
機
械
か
ら
な
る
極
め
て

精
巧
な
「
機
械
ま
た
は
構
造
」（M

achine

（W
erktuig

） of 
Gebouw

）
と
す
る
ブ
ー
ル
ハ
ー
フ
ェ
医
学
を
説
明
し
た
あ
と
、
第
三

章
～
第
五
章
で
生
気
論
者
シ
ュ
タ
ー
ル
の
唱
え
る
「
生
気
」（de Ziel

）

は
「
自
然
」（de N

atuur

）
で
は
な
く
、「
自
然
」
と
は
「
人
体
の
構

造
」（de Lichaam

elyke Bouw

）
で
あ
る
と
の
機
械
論
的
立
場
か
ら

シ
ュ
タ
ー
ル
を
激
し
く
攻
撃
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

玄
沢
が
「
兮
撥
哈
拉
跕
斯
の
語
」
と
し
て
訳
出
し
た
原
文
は
、
こ
の

第
五
章
の
以
下
の
文
章
（pp.11-12

）
で
あ
る
。

D
ierhalven[sic] raden zy ook, nevens H

ippocrates aan, dat 
een Geneesheer dog vooral, by alle Ziektens, w

el opletten 
en gadeslaan m

oet, w
aar heen en langs w

elken w
eg de 

N
atuur of de Ziel eigenlyk w

erken w
il, en daar m

oet haar 
de M

edicynm
eester onbeschroom

d nagaan en volgen: W
ant 

de N
atuur is de beste A

rts, w
elkers D

ienaar slechts is de 
M

edicynm
eester; invoegen hy alleen onder de A

rtzen den 
prys behalen kan, w

elke dusdanige bew
egingen op ’t 
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naauw
keurigst gadeslaat, en de N

atuur in hare voornem
ens 

het best navolgen en bevorderen m
ag. D

eze dan zyn, als ik 
het niet kw

alyk begrepen hebbe, de voornaam
ste 

grondstellingen van Stahl en deszelfs A
anhangeren, die hier 

van de Stahliaanen w
orden genoem

d, als hunne Leer- en 
Genezingsw

yze hier op voornaam
lyk grondende.

（
逐
語
訳
）

こ
の
ゆ
え
に
ま
た
、
彼
ら
（
シ
ュ
タ
ー
ル
派
）
は
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
に
付

会
し
て
説
い
て
曰
く
、「
医
師
は
何
よ
り
も
ま
ず
、
ど
ん
な
病
気
に
お

い
て
も
、
自
然
す
な
わ
ち
生
気
が
実
際
ど
の
方
向
へ
、
ま
た
如
何
な
る

道
を
た
ど
っ
て
働
き
を
す
る
の
か
、
よ
く
観
察
し
考
察
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
し
て
医
師
は
決
し
て
油
断
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
を
注
視
し
追

従
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
自
然
は
最
良
の
侍
医
で
あ
り
、

医
師
は
そ
の
従
僕
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
彼
（
医

師
）
は
侍
医
の
下
で
し
か
報
酬
を
受
け
取
れ
な
い
。
侍
医
は
そ
の
よ
う

な
（
医
師
の
）
一
挙
手
一
投
足
を
実
に
注
意
深
く
見
守
っ
て
い
る
の

だ
。
し
た
が
っ
て
、
自
然
は
そ
の
企
て
に
お
い
て
最
善
を
追
求
し
推
進

で
き
る
の
で
あ
る
」
と
。
私
が
理
解
し
損
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
以
上

が
シ
ュ
タ
ー
ル
お
よ
び
こ
こ
で
シ
ュ
タ
ー
ル
派
と
呼
ば
れ
て
い
る
彼
の

信
奉
者
た
ち
の
重
要
な
基
本
命
題
、
彼
ら
の
学
説
と
治
療
法
が
主
に
基

礎
を
置
い
て
い
る
命
題
な
の
で
あ
る
。

上
掲
②
「
兮
撥
哈
拉
跕
斯
伝
」（
一
七
九
九
）
翻
刻
に
お
い
て
傍
線

を
施
し
た
玄
沢
の
訳
文
の
成
り
立
ち
を
分
析
す
る
た
め
、
こ
の
オ
ラ
ン

ダ
語
原
文
を
⑴
～
⑶
の
断
章
に
分
け
て
考
察
を
加
え
る
。
便
宜
上
、
玄

沢
の
訳
文
は
訓
み
下
し
文
を
用
い
る
。

（1

）D
ierhalven raden zy ook, nevens H

ippocrates aan, dat 
een Geneesheer dog vooral, by alle Ziektens, w

el opletten 
en gadeslaan m

oet, w
aar heen en langs w

elken w
eg de 

N
atuur of de Ziel eigenlyk w

erken w
il,

（
逐
語
訳
）

こ
の
ゆ
え
に
ま
た
、
彼
ら
（
シ
ュ
タ
ー
ル
派
）
は
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
に
付

会
し
て
（nevens

）
説
い
て
曰
く
、
医
師
（Geneesheer

）
は
何
よ

り
も
ま
ず
、
ど
ん
な
病
気
に
お
い
て
も
、
自
然
（N

atuur

）
す
な
わ

ち
生
気
（Ziel

）
が
実
際
に
（eigenlyk

）
ど
の
方
向
へ
（w

aar 
heen

）、
ま
た
如
何
な
る
道
を
た
ど
っ
て
（langs w

elken w
eg

）
働

き
を
す
る
（w

erken

）
の
か
、
よ
く
観
察
（opletten

）
し
考
察

（gadeslaan

）
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、

（
訳
文
）

兮
撥
哈
拉
跕
斯
の
語
を
載
す
。
曰
わ
く
、
凡
そ
医
為
る
者
は
、
宜
し
く

諸
病
に
就
き
、
潜
意
覃た

ん
し思

し
て
、
以
て
其
の
理
を
窮
む
る
な
り
。
夫
れ

人
の
性
に
自
然
の
妙
道
有
り
。
蓋
し
其
の
元
神
意
識
は
一
身
を
主
宰

す
。
而
し
て
能
く
自
ら
運
動
営
為
し
て
、
意
の
如
く
な
ら
ざ
る
無
し
。
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《
考
察
》

玄
沢
はzy

（
彼
ら
）
とH

ippocrates

を
区
別
せ
ず
、
シ
ュ
タ
ー

ル
派
の
主
張
を
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
説
と
誤
解
し
て
い
る
。w

el 
opletten en gadeslaan m

oet

（
よ
く
観
察
し
考
察
せ
ね
ば
な
ら
な

い
）
を
「
潜
意
覃
思
し
て
、
以
て
其
の
理
を
窮
む
る
な
り
」
と
訳
し
た

の
は
よ
い
が
、w

aar heen en langs w
elken w

eg

（
ど
の
方
向
へ
、

ま
た
如
何
な
る
道
を
た
ど
っ
て
）
が
理
解
で
き
ず
、w

eg

（
道
）
に
牽

引
さ
れ
て
「
夫
れ
人
の
性
に
自
然
の
妙
道
有
り
」
と
作
文
し
た
よ
う

だ
。こ

の
場
合
「
自
然
」
はde N

atuur

の
訳
語
で
は
な
い
。de 

N
atuur of de Ziel eigenlyk w

erken w
il

のN
atuur

に
「
元
神
」、

Ziel

に
「
意
識
」
の
訳
語
を
あ
て
、「
蓋
し
其
の
元
神
意
識
は
一
身
を

主
宰
す
」
と
意
訳
し
た
う
え
で
、「
主
宰
」
の
観
念
を
強
調
し
て
「
而

し
て
能
く
自
ら
運
動
営
為
し
て
、
意
の
如
く
な
ら
ざ
る
無
し
」
と
補
説

す
る
。

（2

）en daar m
oet haar de M

edicynm
eester onbeschroom

d 
nagaan en volgen: W

ant de N
atuur is de beste A

rts, 
w

elkers D
ienaar slechts is de M

edicynm
eester;

（
逐
語
訳
）

そ
し
て
、
そ
の
際
（daar

）、
医
師
（M

edicynm
eester

）
は
決
し
て

油
断
す
る
こ
と
な
く
（onbeschroom

d

）、
そ
れ
（haar

）
を
注
視

（nagaan

）
し
追
従
（volgen

）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら

自
然
（N
atuur

）
は
最
良
の
侍
医
（de beste A

rts

）
で
あ
り
、
医

師
（M

edicynm
eester

）
は
そ
の
従
僕
（D

ienaar

）
に
す
ぎ
な
い
か

ら
で
あ
る
。

（
訳
文
）

医
は
能
く
此
の
理
を
明
弁
し
、
其
の
自
然
に
随
い
、
以
て
治
を
施
さ

ば
、
亦
た
何
の
危
疑
や
之
れ
有
ら
ん
。
何
と
な
れ
ば
則
ち
、
人
身
の
性

は
疾
病
有
り
と
雖
も
、
活
動
機
転
有
り
。
而
し
て
能
く
自
か
ら
癒
す
。

之
れ
を
謂お

も

う
に
、
人
身
は
自
然
の
一
大
良
医
な
り
。
医
の
其
の
事
に
従

う
は
、
猶
お
臣
僕
の
使
令
に
供
す
る
が
ご
と
し
。

《
考
察
》

daar m
oet haar de M

edicynm
eester onbeschroom

d 
nagaan en volgen

は
、
ま
ず
、「
医
は
能
く
此
の
理
を
明
弁
し
、
其

の
自
然
に
随
が
い
」
と
訳
し
て
い
る
が
、de N

atuur

（
自
然
）
す
な

わ
ちde Ziel

（
生
気
）
を
さ
す
代
名
詞haar

（
そ
れ
）
の
理
解
が
な

い
た
め
、「
此
の
理
」
と
曖
昧
な
訳
語
で
糊
塗
し
て
い
る
。「
以
て
治
を

施
さ
ば
、
亦
た
何
の
危
疑
や
之
れ
有
ら
ん
。
何
と
な
れ
ば
則
ち
、
人
身

の
性
は
疾
病
有
り
と
雖
も
、
活
動
機
転
有
り
。
而
し
て
能
く
自
か
ら
癒

す
。」
は
玄
沢
が
原
文
に
は
な
い
「
人
身
の
性
」（
人
身
本
来
）
の
自
然

治
癒
能
力
説
を
導
入
し
た
補
説
で
あ
る
。

W
ant de N

atuur is de beste A
rts

（
な
ぜ
な
ら
自
然
は
最
良
の

侍
医
で
あ
る
か
ら
）
に
お
い
て
、
主
語de N

atuur

は
シ
ュ
タ
ー
ル
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説
で
は
「
生
気
」（de Ziel

）
を
意
味
す
る
の
で
、「
人
身
は
自
然
の

一
大
良
医
な
り
」
は
正
確
な
訳
で
は
な
い
。
玄
沢
は
⑴
に
お
い
てde 

N
atuur

を
一
旦
「
元
神
」、Ziel

を
「
意
識
」
と
訳
し
た
が
、
こ
こ
で

は
自
然
治
癒
能
力
の
観
念
に
牽
引
さ
れ
て
「
人
身
」
の
訳
語
を
あ
て
た

よ
う
だ
。

w
elkers D

ienaar slechts is de M
edicynm

eester

（
医
師
は
そ

の
良
医
の
従
僕
に
す
ぎ
な
い
）
はw

elkers D
ienaar

（
そ
の
良
医
の

従
僕
）
の
関
係
代
名
詞
を
無
視
し
し
た
た
め
、「
医
の
其
の
事
に
従
う

は
」
と
い
う
曖
昧
な
訳
語
に
終
わ
っ
て
い
る
。

（3

）invoegen hy alleen onder de A
rtzen den prys behalen 

kan, w
elke dusdanige bew

egingen op ’t naauw
keurigst 

gadeslaat, en de N
atuur in hare voornem

ens het best 
navolgen en bevorderen m

ag. D
eze dan zyn, als ik het niet 

kw
alyk begrepen hebbe, de voornaam

ste grondstellingen 
van Stahl en deszelfs A

anhangeren, die hier van de 
Stahliaanen w

orden genoem
d, als hunne Leer- en 

Genezingsw
yze hier op voornaam

lyk grondende.

（
逐
語
訳
）

そ
の
た
め
（invoegen

）、
彼
（
医
師
）
は
侍
医
の
下
で
し
か
（alleen 

onder de A
rtzen

）
報
酬
（den prys

）
を
受
け
取
れ
な
い
。
侍
医

は
そ
の
よ
う
な
（dusdanige

）（
医
師
の
）
一
挙
手
一
投
足

（bew
egingen

）
を
実
に
注
意
深
く
（op ’t naauw

keurigst

）
見

守
っ
て
い
る
の
だ
。
し
た
が
っ
て
（en

）、
自
然
（de N

atuur

）
は

そ
の
企
て
に
お
い
て
（in hare voornem

ens

）
最
善
（het best

）

を
追
求
し
推
進
（navolgen en bevorderen

）
で
き
る
の
で
あ
る

（
訳
文
）

其
の
務
め
は
其
の
自
然
の
性
に
順
う
に
在
り
。
処
を
以
て
其
の
執
滞
に

通
達
す
る
の
良
方
あ
る
の
み
。
故
に
能
く
預
め
人
身
固
有
の
理
を
識

り
、
而
し
て
沈
潜
苦
思
し
、
其
の
自
然
の
性
に
仗よ

り
、
順
行
直
達
す
る

は
。
此
れ
医
の
能
事
な
り
。

《
考
察
》

「
其
の
務
め
は
其
の
自
然
の
性
に
順
う
に
在
り
」
は
原
文
か
ら
離
れ

た
補
足
。
訳
語
「
其
の
自
然
の
性
」
は
「
人
身
の
性
」
の
意
味
で
あ
っ

て
、「
自
然
（de N

atuur

）
の
性
」
で
は
な
い
。「
処
を
以
て
其
の
執

滞
に
通
達
す
る
」
は
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
「op ‘t naauw

keurigst 
gadeslaat

」（
実
に
注
意
深
く
見
守
る
）
を
誤
訳
し
た
結
果
な
の
か
、

不
明
で
あ
る
。
こ
の
断
章
の
訳
文
は
原
文
か
ら
離
れ
、
人
身
の
「
自
然

の
性
」
に
従
う
べ
き
と
す
る
「
医
の
能
事
」
を
重
ね
て
強
調
し
た
文
章

で
あ
ろ
う
。
玄
沢
は
原
文
⑶
の
下
線
箇
所
を
ま
っ
た
く
無
視
し
た
た

め
、
ハ
イ
ス
テ
ル
が
要
約
し
た
シ
ュ
タ
ー
ル
派
の
学
説
を
「
兮
撥
哈
拉

跕
斯
の
語
」
と
信
じ
た
こ
と
に
な
る
。
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お
わ
り
に

以
上
、
四
章
に
わ
た
っ
て
、
将
軍
家
侍
医
桂
川
家
六
代
桂
川
甫
賢
の

新
出
資
料
二
種
、「
医
聖
依
卜
加
得
像
」
お
よ
び
「
依
卜
加
得
文
章
一
」

の
賛
の
成
立
過
程
を
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
、
さ
ら
に
は
フ
ラ
ン
ス
語
原
文

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
甫
賢
の
医
聖
ヒ
ポ
ク
ラ
テ

ス
観
は
圧
倒
的
に
大
槻
玄
沢
が
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
を
な
ぞ
り
な
が
ら
、

多
く
の
場
合
原
文
か
ら
離
れ
て
、
修
飾
的
文
辞
を
重
ね
て
創
出
し
た
医

聖
観
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
だ
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
唯
一
、
玄

沢
の
影
響
が
及
ば
な
い
か
に
見
え
た
ブ
ラ
ン
カ
ー
ル
ト
訳
『
ヒ
ポ
ク
ラ

テ
ス
箴
言
集
』
ゲ
ン
ト
版
（
一
七
九
二
）
に
よ
る
蘭
文
賛
に
お
い
て

も
、H

et leven is kort, de konst lang.

（
命
は
短
く
医
術
は
長
い
）

をD
e konst lang, het leven is kort.

（
医
術
は
長
く
、
命
は
短
い
）

と
語
順
を
逆
転
さ
せ
、「
道
長
生
短
」（
道
は
長
く
生
は
短
し
）
と
漢
訳

し
、
玄
沢
の
影
響
の
も
と
に
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
医
学
を
格
物
窮
理
の
概

念
で
理
解
し
た
。

そ
の
玄
沢
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像
形
成
の
ル
ー
ツ
と
な
っ
た
キ
ー
ワ
ー

ド
は
、
ル
イ
シ
ウ
ス
『
総
合
歴
史
地
理
系
譜
学
辞
典
』
第
五
巻
（
一
七

三
〇
）
の
「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
」
項
目
で
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
が
最
初
に
没

頭
し
た
と
さ
れ
る
「
自
然
研
究
」（het onderzoek der natuur

）
で

あ
っ
た
。
こ
の
言
葉
は
ル
イ
シ
ウ
ス
が
訳
文
に
挿
入
し
た
も
の
で
、
原

典
の
モ
レ
リ
ー
『
歴
史
大
事
典
』（
一
七
一
八
）
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
項

目
に
は
な
い
も
の
だ
っ
た
。
玄
沢
は
こ
れ
を
朱
子
学
的
な
「
格
物
窮

理
」
と
訳
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
を
西
洋
的
儒
医
の
祖
師

と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
し
て
、
玄
沢
は
機
械
論
者
ハ
イ
ス
テ
ル
が
生
気
論
者
シ
ュ
タ
ー
ル

の
学
説
を
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
に
付
会
す
る
説
と
し
て
批
判
的
に
要
約
し
た

文
章
の
な
か
に
、「
自
然
（
す
な
わ
ち
生
気
）
は
最
良
の
侍
医
で
あ
り
、

医
師
は
そ
の
従
僕
に
す
ぎ
な
い
」
と
い
う
格
言
的
表
現
を
見
出
し
、
こ

れ
を
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
教
え
と
誤
解
し
、
さ
ら
に
、
こ
れ
を
原
文
か
ら

離
れ
て
、「
人
身
は
自
然
の
一
大
良
医
な
り
。
医
の
其
の
事
に
し
た
が

う
は
、
猶
お
臣
僕
の
使
令
に
供
す
る
が
如
し
」
と
誤
訳
し
た
。
こ
の
解

釈
は
玄
沢
と
交
流
し
た
京
都
の
漢
蘭
折
衷
医
小
石
元
瑞
に
継
承
さ
れ
、

玄
瑞
は
岸
成
章
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像（

（2
（

に
「
聖
の
言
に
曰
く
、
人
身
に
良

医
有
り
、
医
は
則
ち
良
医
の
臣
僕
な
り
」（
原
漢
文
）
と
の
賛
を
書
き

入
れ
る
こ
と
に
な
る
。

儒
医
大
槻
玄
沢
が
採
長
補
短
の
理
論
で
西
洋
医
学
を
単
に
家
学
に
導

入
す
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
西
洋
医
学
を
社
会
的
に
認
知
さ
せ
る
た
め

に
は
、
医
聖
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像
に
西
洋
的
儒
医
の
祖
師
で
あ
る
旨
の
賛

を
入
れ
、
漢
蘭
折
衷
の
医
学
界
に
流
布
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
玄
沢

は
そ
の
必
要
性
か
ら
舶
載
蘭
書
の
な
か
に
見
出
し
た
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
伝

の
わ
ず
か
な
文
章
を
手
が
か
り
に
、
原
文
か
ら
離
れ
た
修
飾
を
幾
重
に

も
重
ね
た
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
伝
を
創
作
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
肖
像
画
の



101

桂川甫賢筆ヒポクラテス像の賛、新出二種の典拠について

画
者
と
し
て
初
期
に
は
石
川
大
浪
が
い
た
。
そ
の
あ
と
を
継
承
し
た
の

が
、
漢
蘭
両
語
に
通
じ
、
画
者
と
賛
者
を
兼
ね
る
こ
と
が
出
来
た
桂
川

甫
賢
で
あ
っ
た
。

【
謝
辞
】

本
稿
の
成
る
に
あ
た
っ
て
、
新
出
貴
重
資
料
の
調
査
研
究
と
写
真
掲

載
を
お
許
し
く
だ
さ
っ
た
衆
星
堂
主
人
梅
村
茂
樹
氏
に
、
ま
た
、
筆
者

の
求
め
に
応
じ
て
貴
重
文
献
の
情
報
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た

Forum
 Rare Books

主
人Laurens H

esselink

氏
に
、
厚
く
御
礼

申
し 

上
げ
ま
す
。

註（
1
）
岡
村
千
曳
（
一
九
五
三
）『
紅
毛
文
化
史
話
』（
創
元
社
）
の

口
絵
43
に
、
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）、
甫
賢
筆
コ
ン
テ
画
十
四

歳
の
作
「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像
」（
著
者
蔵
）
を
掲
げ
る
。
ヒ
ポ
ク

ラ
テ
ス
像
と
断
定
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
可
能
性
は
高
い
。

（
2
）
緒
方
富
雄
（
一
九
七
一
）『
日
本
に
お
け
る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
賛

美
』（
日
本
医
事
新
報
社
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
医
学
セ
ン
タ
ー
図
書
館
所
蔵
摸
写
本

（O
riental Collection: 4336

） 

は
肖
像
も
蘭
文
賛
（
ク
ル
ム
ス

脚
注
の
転
写
）
も
甫
賢
の
真
筆
で
な
く
、
成
立
年
、
成
立
事
情
と

も
に
不
明
の
た
め
、
こ
こ
で
は
省
略
し
た
。

（
3
）
ラ
テ
ン
語
の
箴
言
「A

rs longa, vita brevis.

」
は
一
八
二

〇
年
一
〇
月
二
二
日
（
文
政
三
年
九
月
一
六
日
）
に
オ
ラ
ン
ダ
商

館
員
の
フ
ィ
ッ
セ
ル
（
一
等
書
記
）
ら
が
素
人
芝
居
を
出
島
で
上

演
し
た
際
、
座
名
に
採
用
さ
れ
た
。
明
ら
か
に
「
芸
術
は
長
く
、

人
生
は
短
い
」
の
意
味
で
あ
る
。
長
崎
奉
行
筒
井
政
憲
の
命
を
受

け
て
こ
の
舞
台
を
描
い
た
川
原
慶
賀
の
芝
居
絵
に
は
舞
台
の
横
幕

に
「A

RSLO
N

GA
V

IT
A

BREV
IS

」
の
文
字
が
記
さ
れ
て
い

る
。
慶
賀
や
筒
井
奉
行
、
芝
居
を
観
た
出
島
の
日
本
人
（
用
人
・

検
使
・
町
年
寄
）
た
ち
が
そ
の
意
味
を
教
え
ら
れ
た
か
ど
う
か
、

不
明
で
あ
る
。
松
田
清
（
二
〇
二
〇
）「
桂
川
甫
賢
筆
長
崎
屋
宴

会
図
に
つ
い
て
」（『
神
田
外
語
大
学
日
本
研
究
所
紀
要
』
一
二

号
）、
二
一
三
頁
、
一
七
〇
頁
（
注
九
〇
）、
参
照
。

（
4
）
マ
ー
リ
ン
『
仏
蘭
辞
典
』（
一
七
九
三
）
に
は
、“O

racle”

項
目
にLes aphorism

es d’H
ippocrate sont des oracles 

dans la m
édecine. D

e kortbondige spreuken van 
H

ippocrates zyn orakels in de geneeskunde.

ま

た

“
A

phorism
e”

項
目
にLes aphorism

es d’H
ypocrate. D

e 
konstregels, de kortbondige spreuken van H

ypocrates.

の

例
文
が
見
え
る
。

（
5
）
初
版
（A

m
sterdam

, Jacob van Royen, ca. 1680

）U
B 

A
m

sterdam
 01 1071 0969 :



102

https://books.google.de/books?id=jRdiA
A

A
A

cA
A

J&
hl

=nl&
source=gbs_book_other_versions

第
二
版
（A

m
sterdam

, N
icolaas ten H

oorn, 1714

）U
B 

A
m

sterdam
[*6A

-H
 1216]:

https://books.google.co.jp/books?id=Y
xZiA

A
A

A
cA

A
J

&
printsec=

frontcover&
hl=

ja&
source=

gbs_ge_
sum

m
ary_r&

cad=0 

お

よ

び

電

子

版https://w
w

w
.dbnl.org/tekst/

hipp003apho02_01/hipp003apho02_01.pdf

参
照
。

（
6
） 

ゲ
ン
ト
大
学
図
書
館
所
蔵U

niversiteitsbibliotheek 
[196E28]: https://books.google.co.jp/books?id=m

X
1FA

A
A

A
cA

A
J&

printsec=
frontcover&

hl=
ja&

source=
gbs_

ge_sum
m

ary_r&
cad=0

参
照
。

（
7
）
今
泉
源
吉
（
一
九
六
八
）『
桂
川
家
の
人
々
［
続
篇
］』（
篠
崎

書
林
）、
四
一
二
頁
、
参
照
。

（
8
）
松
田
清
（
一
九
九
八
）『
洋
学
の
書
誌
的
研
究
』（
臨
川
書
店
）、

一
〇
八
頁
、
参
照
。

（
9
） U

niversiteitsbibliotheek Leiden / 608 B. 
https://books.google.co.jp/books?vid=K

BN
L:U

BL000035
125&

redir_esc=y

（
10
）「
依
卜
加
得
略
伝
」
の
タ
イ
ト
ル
は
第
一
冊
表
紙
の
目
次
に
よ

る
。
松
田
清
（
二
〇
一
八
）「
若
林
正
治
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蘭
学
資

料
目
録
（
補
正
版
）」

https://kuis.libguides.com
/ld.php?content_id=43054130　

五
〇
頁
、D

182

「
蘭
書
抜
粋
録
」
参
照
。

（
11
）
緒
方
富
雄
（
一
九
七
一
）
図
版
9
お
よ
び
一
二
三
頁
の
翻
刻
、

参
照
。

（
12
）
緒
方
富
雄
（
一
九
七
一
）
一
〇
二
頁
「
ク
ル
ム
ス
の
原
文
と

く
ら
べ
て
気
が
つ
く
こ
と
は
（
中
略
）
翻
訳
に
し
て
は
、
き
わ
め

て
自
由
で
あ
る
こ
と
で
す
。
原
文
は
半
分
も
訳
さ
ず
、
一
方
、
玄

沢
自
身
の
注
が
く
わ
わ
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
な
か
ば
玄
沢

（
茂し

げ

質か
た

）
の
書
い
た
注
釈
と
も
い
え
ま
し
ょ
う
」、
参
照
。

（
13
）
漢
訳
の
原
文
は
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
重
訂
解
体
新

書
』（
文
政
九
年
丙
戌
秋
七
月
刻
成
、
江
都
日
本
橋
通
壱
丁
目
、

須
原
屋
茂
兵
衛
他
、
医
学
博
士
鈴
木
文
太
郎
寄
贈
本
）
を
参
照
し

た
。

（
14
）
漢
訳
中
の
擡
頭
は
無
視
し
た
。

（
15
）
桂
川
甫
賢
の
門
人
清
水
周
意
。
今
泉
源
吉
（
一
九
六
八
）、
三

二
二
頁
、
参
照
。

（
16
）Ina U

lrike Paul, 

《Enzyklopädien der A
ufklärung in 

europäischen V
ernakularsprachen und der 

W
issenstransfer über ,,M

odell, Im
itation und K

opie”

》, 
Cahiers dʼÉ

tudes G
erm

aniques [online], 72/2017.

お
よ
び

Forum
 Rare Books

書
店
主Laurens H

esselink

氏
の
教
示
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に
よ
る
。

（
17
）
ル
イ
シ
ウ
ス
は
モ
レ
リ
ー
辞
典
「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
」
項
目
の

翻
訳
に
あ
た
っ
て
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
著
作
集
関
連
の
記
事
を
省
略

し
て
い
る
。
一
七
三
二
年
版
モ
レ
リ
ー
で
追
加
さ
れ
た
『
ヒ
ポ
ク

ラ
テ
ス
箴
言
集
』
関
係
の
記
事
は
次
の
通
り
。Il y a aussi un 

nom
bre prodigieux de com

m
entaires sur divers livres 

d’H
ippocrate, dont les aphorism

es sont encore 
aujourd’hui regardés com

m
e des oracles, ainsi que ses 

prognostics. F
eu M

. D
evaux celebre chirurgien, a 

donné une traduction françoise des A
phorism

es, &
 du 

com
m

entaire latin que M
. H

ecquet habile m
edecin, a 

fait sur cet ouvrage.

（
ま
た
、
種
々
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
著
作

に
関
し
て
驚
嘆
す
る
ほ
ど
多
数
の
注
釈
書
が
で
て
い
る
が
、
そ
の

著
作
の
な
か
で
箴
言
集
は
診
断
書
同
様
、
今
日
な
お
神
の
託
宣
の

よ
う
に
見
な
さ
れ
て
い
る
。
有
名
な
外
科
医
の
故
ド
ゥ
ヴ
ォ
ー
は

良
医
エ
ケ
氏
の
ラ
テ
ン
語
に
よ
る
注
釈
付
き
で
『
箴
言
集
』
の
フ

ラ
ン
ス
語
訳
を
出
版
し
た
。）
こ
の
フ
ラ
ン
ス
の
状
況
は
オ
ラ
ン

ダ
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
語
版
箴
言
集
の
出
版
（
一
七
一
四
、
一
七

三
七
）
と
同
じ
く
、
当
時
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
復
興
の
現
象
と
思
わ

れ
る
。
こ
こ
で
話
題
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
はLes aphorism

es 
d’H

ippocrates expliquez conform
ém

ent au sens de 
l’auteur. T

raduction françoise [by Jean D
evaux] sur la 

version latine d’un auteur anonim
e [Philippe H

ecquet]. 
Paris, D

’H
oury, 1727. 2 vols. 

（
18
）
本
木
家
資
料
の
「
万
国
図
説
」
の
該
当
箇
所
は
虫
損
と
綴
じ

目
の
た
め
、
部
分
的
に
解
読
不
可
能
な
箇
所
が
あ
る
。
引
用
に
当

た
っ
て
、
同
書
の
増
注
筆
写
本
で
あ
る
「
万
国
地
里
図
説
」（
京

都
大
学
附
属
図
書
館
室
賀
文
庫
所
蔵
）
に
よ
っ
て
補
っ
た
。

（
19
）
山
村
才
助
が
『
訂
正
増
訳
采
覧
異
言
』
の
「
引
用
書
目
」
に

挙
げ
る
「
和
蘭
『
カ
ス
パ
リ
ュ
ス
。
ハ
ン
。
デ
ン
。
エ
ン
デ
』

撰
」「
拂
郎
察
釈
辞
書
」
す
な
わ
ちCasparus van den Ende, 

Le G
azophylace, D

e La langue Francoise et Folam
ende. 

Rotterdam
, 1654.

は
該
当
し
な
い
。「Coo,

」
の
綴
り
が
誤
写

に
よ
る
も
の
か
、
山
村
才
助
が
そ
の
よ
う
に
綴
っ
た
の
か
の
判
定

は
「『
カ
ス
パ
リ
ユ
ス
』
ノ
書
」
の
判
明
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
20
）
緒
方
富
雄
（
一
九
七
一
）
図
版
43
お
よ
び
一
六
〇
～
一
六
二

頁
、
参
照
。

（
21
）『
磐
水
存
響
』
坤
巻
、
七
五
～
七
七
頁
に
掲
載
。
た
だ
し
、
原

本
に
お
い
て
、
人
名
「
狄
古
登
」「
協
速
跕
廬
」「
兮
撥
哈
拉
跕

斯
」「
可
鹿
涅
乙
吉
」
に
付
け
ら
れ
た
傍
線
は
無
視
し
た
。

（
22
）U

niversiteitsbibliotheek A
m

sterdam
 [O

T
M

:O
 62-

7873] :
https://books.google.co.jp/books?id=ET

xm
A

A
A

A
cA

A
J

&
printsec=

frontcover&
hl=

ja&
source=

gbs_ge_



104

sum
m

ary_r&
cad=0

参
照
。

（
23
）
緒
方
富
雄
（
一
九
七
一
）
図
版
60
お
よ
び
62
、
参
照
。


